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本
日
、
第
84
回
う
る
ま
市
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
平
成
26
年
度
予

算
案
を
は
じ
め
と
す
る
各
議
案
の
説
明
に
先

立
ち
ま
し
て
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所

信
と
主
要
事
業
の
概
要
を
申
し
上
げ
、
市

議
会
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
５
月
の
無
投
票
に
よ
る
再
選
は
、
今

後
の
市
民
の
市
政
運
営
に
対
す
る
期
待
感
の

表
れ
と
受
け
止
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

各
施
策
に
全
力
で
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
２
期
目
の
市
長
就
任
以
降
も
「
う

る
ま
市
は
ひ
と
つ
・
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
引
き
続
き
３
つ

の
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ず
１
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
経
済
の
活

性
化
と
失
業
率
の
改
善
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
度
に
策
定
し
た
「
う
る
ま
市
失
業
対

策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、「
働
く
場

の
確
保
」「
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
」「
就
業
意

欲
の
向
上
」
の
３
つ
を
戦
略
と
し
て
定
め
、

各
種
人
材
育
成
事
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、
就

活
サ
ポ
ー
ト
「
で
あ
え
〜
る
」
の
運
営
や
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
、
平
成
25
年
度
の

新
規
就
業
者
数
は
、
昨
年
度
を
上
回
る
１
，

２
０
０
人
余
の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

２
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
教
育
・
子
育
て

支
援
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
環
境
整

備
と
し
て
、
彩
橋
幼
稚
園
、
与
勝
中
学
校

体
育
館
、
伊
波
幼
稚
園
・
小
学
校
の
増
改

築
事
業
を
は
じ
め
、
高
江
洲
小
学
校
、
天

願
小
学
校
校
舎
な
ど
の
設
計
業
務
を
実
施

し
ま
し
た
。

子
育
て
分
野
で
は
、
勝
連
地
区
の
「
き
む

た
か
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
建
設
工
事
に
着
手

し
た
ほ
か
、
昨
年
11
月
に
は
自
立
を
目
指
す

母
子
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
の
事
務
所
「
マ

ザ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
う
る
は
し
」
を
開
設
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
水
痘
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
の
全
額
公
費
助
成
や
こ
ど
も
医
療

費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
村
に
さ

き
が
け
、
自
動
償
還
払
い
制
度
を
開
始
し
た

ほ
か
、
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
の
積
み
増
し
を
行

う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
対
策
と
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

３
つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
地
元
企
業
育
成

と
誘
致
、
そ
し
て
地
産
地
消
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
の
企
業
立
地
数
が
製
造
業
を

中
心
に
19
社
に
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
中
城
湾
港
新
港
地
区
に
お
け
る
国

際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
県
事
業
で
賃
貸
工
場
が
４
棟
完
成

し
、７
社
の
企
業
が
入
居
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
賃
貸
工
場
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
企
業
進
出
と
新
た

な
雇
用
の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
元
企
業
育
成
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７
月

「
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。
今
後
、
市
内
中
小
企
業
団
体
等

の
連
携
の
下
に
中
小
企
業
者
及
び
小
規
模

事
業
者
の
支
援
に
努
め
、
協
働
し
て
地
域
経

済
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
第
１
次

産
業
の
活
性
化
と
６
次
産
業
へ
の
展
開
を
図

る
た
め
、
農
水
産
物
直
売
所
等
複
合
施
設

の
整
備
に
向
け
、
基
本
設
計
業
務
を
実
施

し
ま
し
た
。

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

【マザーズスクエアうるはし開所式】

施
政
方
針

平
成
平
成
2626
年
度
年
度

２
月
２
月
2626
日
、
第

日
、
第
8484
回
う
る
ま

回
う
る
ま

市
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
島

市
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
島

袋
市
長
が
平
成

袋
市
長
が
平
成
2626
年
度
の
市
政

年
度
の
市
政

運
営
の
基
本
方
針
や
主
要
事
業

運
営
の
基
本
方
針
や
主
要
事
業

の
概
要
な
ど
を
ま
と
め
た
施
政

の
概
要
な
ど
を
ま
と
め
た
施
政

方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

うるま市長うるま市長
島　袋　俊　夫島　袋　俊　夫
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ま
た
、「
食
を
通
じ
て
う
る
ま
市
を
元
気

に
す
る
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
た
施
設
づ

く
り
を
目
指
し
、
講
演
会
や
市
民
参
加
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
11
月

に
統
合
庁
舎
の
建
設
工
事
に
着
手
い
た
し
ま

し
た
。

「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
、
シ
ン
プ
ル
で
機

能
的
な
庁
舎
」
を
基
本
理
念
と
す
る
新
庁

舎
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

総
合
窓
口
の
設
置
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
市

民
に
親
し
ま
れ
る
庁
舎
に
な
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
児
童
生
徒
が
文
化
・ス
ポ
ー

ツ
面
で
活
躍
し
、
私
た
ち
に
明
る
い
話
題
を

提
供
し
て
く
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
も
全
国
的
な
ゴ
ル
フ
大
会
に
お

い
て
活
躍
し
た
比
嘉
一
貴
さ
ん
、
新
垣
比
奈

さ
ん
、
世
界
年
齢
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
選
手
権

日
本
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
た
又
吉
健
斗
さ

ん
、
古
堅
舞
さ
ん
、
オ
ク
ラ
麺
を
開
発
し
、

全
国
大
会
で
入
賞
を
果
た
し
た
県
立
中
部

農
林
高
校
食
品
科
学
科
の
生
徒
の
み
な
さ
ん

に
対
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
、
う
る
ま
市
青

少
年
特
別
賞
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

観
光
分
野
で
は
、
全
国
的
な
口
コ
ミ
情
報

サ
イ
ト
の
「
行
っ
て
よ
か
っ
た
工
場
見
学
」
に

お
い
て
、
宮
城
島
に
あ
り
ま
す
観
光
製
塩
工

場
の
「
ぬ
ち
う
な
ー
」
が
２
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン

し
た
ほ
か
、「
行
っ
て
よ
か
っ
た
日
本
の
城
」
で

は
、
勝
連
城
跡
が
９
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る

な
ど
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

さ
て
、
国
内
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
の
決
定
な
ど
に
よ
り
、
景
気
も
上
向
き

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
景
気
回
復
の
実

感
は
市
民
生
活
に
ま
で
届
い
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
も
生

活
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
す
。

昨
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
好
循

環
実
現
の
た
め
の
経
済
対
策
」
で
は
、「
が

ん
ば
る
地
域
交
付
金
」
や
「
臨
時
福
祉
給

付
金
」
な
ど
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

自
治
体
に
は
様
々
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
ま

い
り
ま
す
。

県
内
に
お
い
て
は
、
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て

い
る
米
軍
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
で
、

県
知
事
は
、
政
府
が
申
請
し
た
移
設
先
の
名

護
市
辺
野
古
沿
岸
部
の
埋
め
立
て
を
承
認

し
ま
し
た
が
、
普
天
間
飛
行
場
移
設
を
取
り

巻
く
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り

ま
す
。

私
の
米
軍
基
地
に
対
す
る
考
え
方
は
、
新

た
な
基
地
機
能
の
強
化
に
は
基
本
的
に
反
対

の
立
場
で
あ
り
、
今
後
も
移
設
問
題
に
か
か

わ
る
動
向
に
注
視
し
、
市
民
の
安
全
安
心
な

生
活
環
境
を
守
る
立
場
か
ら
、
基
地
問
題
へ

の
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
沖
縄
振
興
関
連
政
府
予
算

案
に
お
い
て
は
、
３
，
４
６
０
億
円
の
予
算

措
置
が
さ
れ
、
本
市
の一
括
交
付
金
配
分
額

は
、
１
８
億
１
，
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
、「
市
民
所
得
の
向

上
と
失
業
率
の
改
善
」
を
最
重
要
テ
ー
マ
と

し
て
、
一
括
交
付
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

制
度
を
活
用
し
、
行
政
課
題
の
解
決
や
地

域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

「
う
る
ま
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
」

及
び
「
第
10
回
実
施
計
画
」
等
を
踏
ま

え
、
各
施
策
の
目
標
達
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ

き
行
財
政
改
革
の
実
施
に
努
め
、
限
ら
れ
た

財
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る
べ
く
枠
配
分

方
式
を
基
本
に
予
算
編
成
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

【統合庁舎完成イメージ】

平
成
26
年
度
の
予
算
規
模
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平成26年度 施政方針

そ
の
結
果
、本
年
度
の一
般
会
計
予
算
は
、

５
２
４
億
６
，
２
５
３
万
４
千
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
11
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
特
別
会
計
予
算
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
が
１
８
１
億
８
，

４
２
８
万
９
千
円
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
が
８
億
５
，
０
３
０
万
２
千

円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
が
87
億
１
，

５
３
８
万
７
千
円
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
が
25
億
９
，
６
４
７
万
６
千
円
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
が
１
，

４
８
９
万
２
千
円
、
公
営
企
業
の
水
道
事
業

会
計
予
算
は
、
36
億
４
，
１
８
８
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
本
市
の
総
予
算
規
模
は
、一

般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

を
合
わ
せ
た
８
６
４
億
６
，
５
７
６
万
１
千

円
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
平
成
26
年
度
主
要
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
５
つ
の
基
本

目
標
に
沿
っ
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

島
し
ょ
地
域
の
豊
か
な
自
然
と
伝
統
文
化

は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り
宝
で
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
取
り
組

み
で
あ
る
、
津
堅
・
島
お
こ
し
支
援
事
業
、

島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
な
ど
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
道
路
整
備
や
農
水

産
業
な
ど
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
も
、
辺
地

債
等
を
活
用
し
、
島
し
ょ
地
域
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

学
校
統
廃
合
に
伴
う
学
校
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
学
校
跡
地
の
活
用
方
針
や
方
向
性

に
基
づ
き
、
地
元
の
意
向
も
踏
ま
え
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

東
海
岸
開
発
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、「
誇

り
高
き
神
秘
の
島
と
躍
動
す
る
あ
や
は
し
の

ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
、
本
年
度
は
藪

地
島
の
市
道
与
那
城
17
号
線
道
路
整
備
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
道
に
つ
い
て
は
、
安
慶
名
西
原
線
ほ
か

８
路
線
の
整
備
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
池
味
地
区
道
路
整
備
事
業

に
着
手
す
る
ほ
か
、
各
地
域
の
生
活
道
路
の

整
備
も
進
め
ま
す
。

ま
た
、（
仮
称
）
勝
連
半
島
南
岸
道
路
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
に
対
し
、
積

極
的
に
調
整
・
協
力
す
る
と
と
も
に
、
事
業

の
早
期
実
現
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

街
路
に
つ
い
て
は
、
安
慶
名
３
区
線
及
び

４
区
線
、
兼
箇
段
高
江
洲
線
な
ど
の
道
路

改
築
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
実

施
し
た
「
う
る
ま
市
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
導

入
調
査
事
業
」
を
踏
ま
え
、
新
た
な
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に
向
け
、
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

安
慶
名
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
、
建
物
移
転
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
行
い
、
宅
地
の
早
期
利
用
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
住
居
表
示
整
備
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

石
川
西
及
び
江
洲
の
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
技
術
的
指
導
等

の
支
援
を
行
い
、
早
期
完
了
を
目
指
し
ま

す
。市

営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
長
田
団
地
建
替

事
業
を
は
じ
め
、
東
山
団
地
の
改
修
事
業
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
使
用
料
の
滞
納
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
私
債
権
管
理
条
例
」
に
基
づ
き
、
適
正

な
管
理
と
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

景
観
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
景
観
計
画
」

に
基
づ
き
、
沖
縄
ら
し
い
風
景
づ
く
り
推
進

事
業
を
実
施
し
、
勝
連
南
風
原
地
区
な
ど

の
景
観
地
区
指
定
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
景
観
や
緑
化
づ
く
り
へ
の

意
識
醸
成
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
普
及

啓
発
に
努
め
ま
す
。

与
那
城
地
区
の
用
途
未
指
定
地
域
に
つ
い

て
は
、
特
定
用
途
制
限
地
域
の
指
定
に
向
け

取
り
組
み
ま
す
。

環
境
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
環
境
調
和

型
ま
ち
づ
く
り
実
行
計
画
」、「
う
る
ま
市

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業

編
）」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
う
る
ま

市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
循
環
型
社
会
の

構
築
を
目
指
し
、
野
犬
・ハ
ブ
等
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
迅
速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
墓
地

整
備
基
本
計
画
」
を
推
進
し
、
ま
ち
づ
く

り
と
の
整
合
性
に
留
意
し
た
墓
地
立
地
の
規

制
と
誘
導
を
進
め
ま
す
。

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
島
し
ょ
地
域
の
水

質
保
全
事
業
や
配
水
ブ
ロ
ッ
ク
中
央
監
視

シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
給
配
水
管
更
新
工
事
の
促
進
に
努
め
、

安
全
安
心
な
水
道
水
の
安
定
供
給
と
有
収

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
衛
生
的
な
生
活
環

境
の
確
保
や
河
川
・
海
域
等
の
水
質
保
全

の
た
め
、
赤
道
地
区
及
び
安
慶
名
地
区
等

の
汚
水
管
布
設
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
接
続
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
石
川
地
区
等
の
下
水
道
施
設
の
改

築
及
び
管
更
生
工
事
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

主
要
事
業
の
概
要　

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
基
盤
と

環
境
を
育
て
ま
す

第 1
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排
水
路
に
つ
い
て
は
、
与
那
城
西
原
地

区
、
照
間
地
区
排
水
路
の
整
備
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
天
願
排
水

路
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
ヌ
ー
リ
川
公
園
、

川
崎
公
園
及
び
下
原
地
区
ス
ポ
ー
ツ
広
場
事

業
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
江
洲

第
２
公
園
整
備
事
業
の
事
業
化
に
向
け
た
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
公
園
に
つ
い
て
は
、
公
園

施
設
長
寿
命
化
対
策
支
援
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
自
治
会
な
ど
と
協
働
し
「
公

園
里
親
制
度
」
に
よ
る
管
理
に
取
り
組
み
ま

す
。勝

連
城
跡
及
び
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

勝
連
城
跡
周
辺
文
化
観
光
拠
点
整
備
事
業

を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界

遺
産
と
し
て
の
価
値
の
保
全
と
体
験
・
交
流

を
含
め
た
複
合
的
な
文
化
観
光
拠
点
と
し
て

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
力
向
上
学
習

支
援
員
を
引
き
続
き
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
定
着
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
に
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
ヘ
ル
パ
ー
を

配
置
し
、
学
校
生
活
や
学
習
す
る
う
え
で
必

要
な
教
育
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
彩
橋
幼

稚
園
が
開
園
し
ま
す
。
彩
橋
小
中
学
校
と

連
携
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
全
安
心
で
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
地
産
地
消
を
推
進
し
、
旬
の
食
材
や
地

元
食
材
の
活
用
、
沖
縄
の
年
中
行
事
食
を
取

り
入
れ
た
食
育
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

学
校
給
食
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、「
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
整
備
を
含
め
、
適
正
な

施
設
配
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署
と
の

学
習
情
報
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
学
習
機
会
へ
の
情
報
提
供
の
拡
充
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
新
築
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
や
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
具
志
川
総
合
体
育
館
耐
震
診
断

調
査
事
業
や
喜
屋
武
マ
ー
ブ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

改
修
な
ど
施
設
の
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。教

育
研
究
所
に
お
い
て
は
、
各
種
研
修
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
教
職
員
の
資
質

や
授
業
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
や
教
育
上
の
悩
み
を
抱
え

る
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
教
師
の
相
談
に

応
じ
、
課
題
解
決
に
向
け
学
校
、
家
庭
と

連
携
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
高
江
洲
小
学
校

校
舎
、
高
江
洲
小
学
校
プ
ー
ル
、
高
江
洲
幼

稚
園
、
天
願
小
学
校
体
育
館
、
天
願
幼
稚

園
、
勝
連
幼
稚
園
、
平
敷
屋
幼
稚
園
の
増

改
築
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
校
舎
等
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
た

め
、
各
小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
の
耐
力
度

調
査
、
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
、
施
設

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
生
涯
学
習

を
支
え
る
場
と
し
て
魅
力
あ
る
図
書
館
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、本
年
11
月
に
は
「
う

る
ま
市
読
書
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
家
庭
・

学
校
・
行
政
機
関
・
事
業
所
な
ど
と
連
携

を
図
り
、
相
談
活
動
・
街
頭
活
動
及
び
支

援
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
民
総
合
文

化
祭
や
全
島
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

す
る
な
ど
、
市
民
の
創
作
活
動
を
発
表
す

る
機
会
と
芸
術
文
化
に
ふ
れ
あ
う
場
を
提
供

し
ま
す
。

芸
術
・
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
芸

術
劇
場
設
備
の
機
能
強
化
事
業
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
活
動
の
拠
点
と
な

る
各
ホ
ー
ル
の
特
色
を
生
か
し
た
自
主
企
画

事
業
や
ふ
る
さ
と
芸
能
デ
ー
な
ど
の
地
域
振

興
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
県
指
定

文
化
財
の
南は

え
ば
る
む
ら
も
ん
じ
ょ
ほ
ん
こ
く

風
原
村
文
書
翻
刻
や
祭さ

い
た
い
て
い

大
鼎

「
伊い

け
い
む
ら
ゆ
う
そ
う

計
村
遊
草
」
な
ど
の
調
査
研
究
を
引
き

続
き
実
施
し
、
歴
史
的
資
料
の
活
用
に
取
り

組
み
ま
す
。

ま
た
、世
界
遺
産
勝
連
城
跡
に
つ
い
て
は
、

史
跡
指
定
地
の
公
有
化
に
向
け
た
土
地
買

上
事
業
と
城
内
の
歩
道
整
備
等
に
取
り
組

み
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
農
業

経
営
の
支
援
及
び
担
い
手
の
確
保
と
育
成
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
た
支
援
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
分
補

助
や
病
害
虫
防
除
関
連
事
業
な
ど
を
引
き

続
き
実
施
し
、
安
定
的
な
農
業
経
営
が
図

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
畜
産
共
進
会
の

開
催
や
各
種
助
成
事
業
を
引
き
続
き
推
進

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
肉
用
牛
生
産
拡
大

郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、明
日
の
う

る
ま
市
を
支
え
る
人
を
育
て
ま
す

第 2

う
る
ま
市
の
魅
力
を
生
か
し
た

産
業
を
育
て
ま
す

第 3
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強
化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

農
水
産
物
の
販
路
拡
大
と
６
次
産
業
化

の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
農
水
産
物
直
売
所

等
複
合
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
実
施
設

計
に
着
手
し
ま
す
。

農
業
農
村
整
備
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な

農
業
生
産
環
境
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
交
付
金
事
業
及
び
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
な
ど
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
農
業
水
利
施
設
保
全
合

理
化
事
業
を
実
施
し
、
老
朽
化
し
た
農
業

水
利
施
設
の
更
新
を
図
り
ま
す
。

水
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
業
経
営
の

安
定
化
と
効
率
化
を
図
る
た
め
、
浜
及
び

比
嘉
地
区
の
漁
港
整
備
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
と
連
携
し
、

各
種
助
成
や
支
援
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
引
き
続
き
う
る
み
ん
商
品
券
発
行
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
商
品
券
発

行
事
業
に
つ
い
て
も
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
を
助
成
対
象
と
し
て
拡
充
す
る
な
ど
、

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

企
業
立
地
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
「
う
る

ま
市
・
金
武
町
企
業
立
地
促
進
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
沖
縄
県
や
企
業
立
地
推
進
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
た
企
業
誘
致
活
動

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
カ
レ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
人
材
養
成

事
業
、
中
城
湾
港
新
港
地
区
物
流
促
進
支

援
事
業
、
人
材
育
成
産
業
拠
点
整
備
事
業

な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
立
地

の
促
進
と
安
定
し
た
雇
用
の
供
給
を
図
り
ま

す
。本

市
・
金
武
町
・
宜
野
座
村
で
構
成
し

て
い
る
金
武
湾
開
発
推
進
連
絡
協
議
会
で

は
、
ゆ
い
ゆ
い
ウ
ォ
ー
ク
を
は
じ
め
、
雇
用
対

策
、
産
業
振
興
及
び
観
光
振
興
を
図
る
た

め
広
域
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
海
中
道
路
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
事
業
や
観
光
商
品
開
発
流
通
促
進

事
業
を
実
施
し
、
う
る
ま
な
ら
で
は
の
観
光

商
品
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
観
光
情
報
誌
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
観
光
情
報
の
発
信
や
冬
季
観

光
誘
客
促
進
イ
ベ
ン
ト
創
出
事
業
な
ど
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
観
光
誘
客
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

民
泊
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
関
係
自

治
会
や
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、「（
仮
称
）

う
る
ま
市
民
泊
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
、
受
入
れ
に
関
す
る
情
報
交
換
や
統
一
し

た
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
品
開
発
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
し
、
国
外
、
県
内

外
に
向
け
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
市
産
品
の

新
た
な
商
品
開
発
や
既
存
商
品
を
含
め
た

販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
う
る
ま
市
観
光
物
産
協
会
へ
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
や
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
派

遣
事
業
に
よ
る
専
門
家
を
派
遣
す
る
こ
と
に

よ
り
、
本
市
の
さ
ら
な
る
観
光
物
産
振
興
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

労
働
行
政
に
つ
い
て
は
、
う
る
ま
市
雇
用

人
材
育
成
事
業
、
実
践
型
地
域
雇
用
創
造

事
業
、
モ
バ
イ
ル
型
情
報
保
障
サ
ー
ビ
ス
普
及

促
進
事
業
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
雇

用
創
出
と
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

本
庁
舎
内
に
設
置
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
で
は
、
求
人
情
報
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
導
入
す
る
ほ
か
、
就
活

サ
ポ
ー
ト
「
で
あ
え
〜
る
」
な
ど
の
推
進
に

よ
り
、
求
職
者
と
企
業
の
マッ
チ
ン
グ
を
支
援

し
ま
す
。

ま
た
、
若
年
者
の
就
業
意
欲
を
高
め
る
た

め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン

グ
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
ジ
ョ
ブ
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

高
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
う
る
ま
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
会
員
の
就

業
機
会
の
拡
充
に
努
め
、
中
小
企
業
の
就
業

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
中
部
勤
労

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
ゆ
い
ワ
ー
ク
」
と

連
携
し
、
勤
労
者
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
地
域

福
祉
計
画
」
後
期
計
画
に
基
づ
き
、
う
る

ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携

し
、
市
民
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
が

地
域
で
安
心
し
て
共
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
各

種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
第
４
期
う
る
ま
市
障
害
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
就
労
支
援
事
業
所
で
働
く
障
が
い

者
の
工
賃
向
上
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
障
が
い

者
就
労
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
世
帯
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
要
保
護
者
の
自
立
に
向

け
た
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

生
活
困
窮
者
対
策
に
つ
い
て
は
、「
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
」
の
平
成
27
年
４
月

施
行
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
生

活
困
窮
者
の
自
立
・
就
労
支
援
等
の
体
制

構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

誰
も
が
健
康
で
、
互
い
に
助
け

合
え
る
地
域
を
育
て
ま
す
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国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
医
療
給
付

費
が
年
々
伸
び
続
け
て
い
る
な
か
、
保
険
税

の
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
補
て
ん

す
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、
国
保
財
政
は
一

段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
据
え
置
か

れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定

を
行
う
と
と
も
に
、
収
納
対
策
の
強
化
に
努

め
、
被
保
険
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
安
定
し
た
国
保
事
業
運
営
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、「
第
二
期
う
る
ま
市
国
民
健
康
保

険
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
に
基
づ

き
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診

率
向
上
に
努
め
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
長
寿
健

康
診
査
の
受
診
勧
奨
に
努
め
る
と
と
も
に
、

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
及
び
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
広
報
活
動
等
を

通
し
て
年
金
制
度
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
年
金
事
務
所
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
市
民
の
国
民
年
金
受
給
権
の
獲
得
に
努

め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
「
健
康
う
る
ま

21
」
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
期
に
至

る
ま
で
、
母
子
保
健
事
業
、
予
防
接
種
事

業
、
健
康
増
進
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、

「
う
る
ま
市
高
齢
者
福
祉
計
画
」
及
び
「
第

６
期
う
る
ま
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

策
定
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お

い
て
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
「
介

護
・
予
防
・
医
療
・
生
活
支
援
・
住
ま
い
」

を
一
体
的
に
提
供
し
て
い
く
地
域
包
括
ケ
ア
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

総
合
的
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
及
び

「
う
る
ま
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
審

議
等
を
踏
ま
え
、「
う
る
ま
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

認
可
保
育
施
設
や
小
規
模
保
育
事
業
の
設

置
に
向
け
取
り
組
む
と
と
も
に
、
認
可
保
育

施
設
の
増
改
築
事
業
や
定
員
見
直
し
等
に
よ

り
、
定
数
枠
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

認
可
外
保
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
導
監

督
基
準
達
成
に
向
け
た
事
業
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
新
す
こ
や
か
保
育
事
業
及
び
き
ら

め
き
保
育
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

配
慮
を
要
す
る
子
に
つ
い
て
は
、
専
門
員

に
よ
る
保
育
所
巡
回
指
導
を
引
き
続
き
実

施
し
、
障
が
い
児
保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、

助
成
金
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の

処
遇
向
上
を
図
り
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
施
設
整
備
と
し
て

「
き
む
た
か
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
の
供
用
開

始
に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
田
場
公
民
館
と
併
設
し
た
学
童
ク

ラ
ブ
室
の
建
設
に
取
り
組
み
、
地
域
で
の
子

育
て
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養

手
当
や
就
労
支
援
事
業
な
ど
の
各
種
支
援
・

助
成
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
も

利
用
料
の
助
成
を
行
い
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
と
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
の
防
止
及
び
被
害
者
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
一
体
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
関
連
部
署
間
の
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。市

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

地
域
振
興
基
金
を
活
用
し
、
市
民
の
安
全

や
地
域
力
の
向
上
に
資
す
る
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
、
防
犯
灯
設
置
や
公
民
館
建
設

支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
う
る
ま
市
地
域
活
動
支
援
助
成

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

広
報
広
聴
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
利
用
し

や
す
く
、
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
行
政
に
反
映
で
き

る
よ
う
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
や
「
市
長

へ
の
Ｅ
メ
ー
ル
」
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

国
内
外
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
海
外
移
住

者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
を
引
き
続
き
実

施
す
る
と
と
も
に
、
友
好
都
市
で
あ
る
盛
岡

市
と
の
交
流
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

庁
内
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
仮
想
化
技
術

の
導
入
に
よ
る
サ
ー
バ
ー
の
統
合
な
ど
、
情

報
イ
ン
フ
ラ
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月

か
ら
「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
が
施

行
さ
れ
ま
す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
啓
発
講
座
の
開
催

な
ど
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各

種
施
策
の
着
実
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

自
治
会
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
拠
点

と
な
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
施
設
の
充
実
を
図
る
た

め
、
田
場
地
区
公
民
館
の
施
設
整
備
を
引

き
続
き
推
進
す
る
と
と
と
も
に
、
新
た
に
上

江
洲
地
区
、
塩
屋
地
区
の
公
民
館
建
設
の

市
民
と
と
も
に
考
え
、
築
き
上

げ
る
ま
ち
を
育
て
ま
す

第 5

【盛岡駅前で行われた　紅
か ふ う

華風の演舞】

7　　　広報うるま 2014　４月号



平成26年度 施政方針

助
成
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
相
談
に
つ
い
て
は
、
相
談
者
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
各
種
相
談
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

無
料
法
律
相
談
の
開
催
回
数
を
増
や
す
こ

と
に
よ
り
、
市
民
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

防
災
行
政
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
防
災

マッ
プ
」
の
見
直
し
を
行
い
、
全
世
帯
へ
配
布

し
ま
す
。

ま
た
、
防
災
避
難
通
路
整
備
事
業
及
び

防
災
倉
庫
等
整
備
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
応
援
・

協
力
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
沖
縄
市
と

「
相
互
応
援
協
定
」
の
締
結
に
取
り
組
み

ま
す
。

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
消
防
救
急
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
（
仮
称
）
沖
縄
県
消
防

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
、
整
備

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
訓
練
環
境
の
整
備

と
し
て
、
具
志
川
消
防
署
訓
練
塔
の
建
設
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
要
と
な
る
消
防
団
員
に
つ

い
て
は
、
訓
練
等
の
充
実
に
よ
り
、
災
害
に

強
い
組
織
を
構
築
し
ま
す
。

ま
た
、
救
命
率
向
上
を
図
る
た
め
、
応

急
手
当
講
習
会
な
ど
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま

す
。石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
区
な
ど
の
危
険
物

施
設
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
指
導
強
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、
建
築
物
の
防
火
管
理

体
制
の
強
化
並
び
に
住
宅
防
火
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
警
察
機
関

や
交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
、
交
通
ル
ー
ル

の
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
み
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
や
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
防
犯
協
会
を
中

心
に
市
民
と
行
政
の
三
者
連
携
に
よ
る
防
犯

活
動
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
、
防
犯

灯
の
設
置
拡
充
と
既
設
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
支
援
し
ま
す
。

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の
懸
念

が
払
拭
さ
れ
な
い
オ
ス
プ
レ
イ
の
追
加
配
備
や

Ｆ̶

15
戦
闘
機
及
び
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
相

次
ぐ
航
空
機
事
故
に
、
多
く
の
県
民
が
強
い

憤
り
を
覚
え
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
コ
ー
ト
ニ
ー
高
層
住
宅
改

修
工
事
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
で
は
、
関
係

機
関
に
よ
る
実
態
解
明
に
時
間
を
要
し
た
こ

と
で
、
工
事
関
係
者
を
は
じ
め
地
域
住
民
に

大
き
な
不
安
を
与
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
基
地
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
加
重
な
基
地
負
担
の
解
消
と
と
も
に
、

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
で

あ
り
、
基
地
か
ら
派
生
す
る
事
件
・
事
故
の

再
発
防
止
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
今
後
と
も
日
米
両
政
府
及
び

米
軍
へ
訴
え
て
い
き
ま
す
。

基
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
米
軍
航
空
機
騒

音
測
定
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

デ
ー
タ
蓄
積
を
も
と
に
、
そ
の
実
態
把
握
と

公
表
に
努
め
る
こ
と
で
、
市
民
の
安
全
安
心

な
生
活
環
境
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
の
原
子
力
潜
水

艦
の
寄
港
に
つ
い
て
も
、
国
に
対
し
て
寄
港
の

中
止
と
安
全
対
策
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
行
政
改

革
大
綱
に
基
づ
く
実
施
計
画
の
進
捗
状
況

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
見
直
し
を

行
い
、「
第
３
次
う
る
ま
市
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
の
跡
利
用
を
含
め
た
公
共
施

設
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
公
共
施
設
等

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
公
共
施
設
等
の
管

理
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

人
事
行
政
に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

職
員
研
修
の
充
実
に
努
め
、
う
る
ま
市
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
り
ま

す
。自

主
財
源
の
要
と
な
る
市
税
に
つ
い
て

は
、
適
正
で
公
平
な
課
税
に
努
め
る
と
と
も

に
、
徴
収
率
の
向
上
と
滞
納
繰
越
額
の
縮
減

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

以
上
、
平
成
26
年
度
の
市
政
運
営
に
あ

た
り
、
私
の
所
信
と
予
算
案
、
主
要
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
う
る
ま
市
が
誕
生
し
て
10
年
目

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
市
建
設
計
画
に

掲
げ
ら
れ
た
道
路
や
公
園
を
は
じ
め
と
す
る

大
型
の
公
共
施
設
整
備
を
中
心
に
取
り
組

み
、
主
要
事
業
は
概
ね
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
し
た
学
校
施
設
整
備

な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。今

後
も
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
期
間
延
長
し
た
合
併
特

例
債
や
一
括
交
付
金
な
ど
の
財
源
を
有
効
に

活
用
し
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
「
き
め

細
か
な
」
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。私

は
、「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ
・
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
に
、
本
市
の
将
来

像
で
あ
る
「
人
と
歴
史
が
奏
で
る
自
然
豊
か

な
や
す
ら
ぎ
と
健
康
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
申
し
上
げ
、
私
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
２
月
26
日　
　
　
　
　

う
る
ま
市
長　

島
袋　

俊
夫

【消防出初式　訓練の成果を披露】
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宮
里
は
、
赤
道
十
字
路
の
東
部
に
あ
る
江

州
城
跡
の
北
東
部
に
位
置
し
、
当
初
は
勝
連

間
切
に
属
し
て
い
た
が
後
、
具
志
川
間
切
と

な
っ
た
。
具
志
川
小
唄
の
一
節
に
「
言
葉
ぬ

ヤ
ワ
ラ
カ
サ
宮
里
村
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
か

つ
て
勝
連
の
領
地
だ
っ
た
頃
の
こ
と
ば
の
名

残
り
で
あ
ろ
う
。

『
具
志
川
市
誌
』
に
「
宮
里
と
表
記
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
七
三
七
年
〜

一
七
五
○
年
の
頃
で
あ
ろ
う
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
一
七
一
三
年
に
で
き
た
『
琉
球
国

由
来
記
』
に
す
で
に
具
志
川
間
切
に
宮
里
村

が
出
て
い
る
。

文
書
に
宮
里
ら
し
き
文
字
が
表
れ
て
く
る

の
は
十
五
世
紀
中
期
以
降
の
進し
ん

貢こ
う

船せ
ん

の
使
者

の
名
前
に
「
明み

ん

察さ
っ

度と

」
や
「
宮み

や

察さ
っ

度と

」
が
見

え
る
。

宮
里
出
身
の
人
物
と
し
て
は
、
間
切
三
代

目
地
頭
代
徳と
く

田だ

与よ

助す
け

、
具
志
川
間
切
初
の
県

会
議
員
と
し
て
活
躍
し
、
後
海
外
に
雄
飛
し

た
又ま
た

吉よ
し

倫り
ん

祥し
ょ
う、

近
年
で
は
教
育
者
と
し
て
知

ら
れ
る
仲な
か

里ざ
と

嘉か

英え
い

（
旧
姓
：
又
吉
）
な
ど
が

い
る
。

戦
後
赤
道
十
字
路
の
南
東
側
に
は
米
軍
の

基
地
が
あ
っ
た
が
、
返
還
後
は
住
宅
地
と
し

て
発
展
拡
大
し
て
き
た
。
ま
た
昭
和
四
十
八

年
の
県
立
中
部
病
院
の
建
設
に
よ
り
、
赤
道

十
字
路
を
中
心
に
各
種
の
商
店
、
金
融
機

関
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
飲
食
店
な
ど
が
建
ち
並

び
都
市
的
景
観
を
帯
び
て
い
る
。

地
名
に
は
、
同
じ
地
名
が
各
地
に
分
布
す

る
が
、
こ
の
こ
と
は
地
名
の
語
源
や
意
味
を

調
べ
る
上
で
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
る
。
県

内
の
宮
里
地
名
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と

一
、
名
護
市
の
宮
里

地
名
の
語
源
に
つ
い
て
『
角
川
・
日
本
地

名
大
辞
典
・
沖
縄
県
』
は
、「
ナ
ー
ザ
ト
は
、

ナ
ト
（
湊
）
か
ら
転て
ん

訛か

し
た
も
の
と
い
う
」

と
あ
る
。
現
在
の
宮
里
は
、
海
岸
一
帯
の
埋

め
立
て
に
よ
っ
て
内
陸
部
に
位
置
し
て
い
る

が
、
村
の
発
祥
地
は
名
護
湾
に
そ
そ
ぐ
屋
部

川
の
東
に
位
置
す
る
古ふ

る

湊み
な
とと

呼
ば
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。

二
、
沖
縄
市
の
宮
里

越
来
城
跡
の
東
方
に
位
置
、
地
名
の
由
来

は
御
里
か
ら
宮
里
に
転て
ん

訛か

し
た
と
伝
え
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
越
来
城
が
こ
の
地
の

中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
御み

里さ
と

」
と
い
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
語
源
に
つ
い
て

『
沖
縄
地
名
考
』（
宮み

や

城ぎ

真し
ん

治じ

）
か
ら
要
約
す

る
と
「
宮
里
は
高
台
に
あ
っ
て
港
と
は
縁
遠

い
よ
う
に
受
け
取
れ
る
が
東
方
の
低
地
帯
に

﹇
ン
ジ
ャ
ト
ゥ
田
﹈
と
い
う
田
圃
が
あ
り
、

古
謝
・
桃
原
は
古
く
は
良
い
港
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
」
と
し
て
宮
里
の
語
源
は
港
と
し

て
い
る
。

三
、
本
市
の
宮
里

本
市
の
宮
里
地
名
に
つ
い
て
『
具
志
川

市
誌
』
は
、「
宮
里
と
い
う
名
は
美み

里さ
と

、
見み

里さ
と

、
宮み

や

里ざ
と

に
移
り
変
わ
っ
て
い
る
。
首
都
を

表
す
に
御
里
と
呼
ぶ
、
御
が
美
に
、
美
が
見

に
、
見
が
宮
に
代
わ
っ
て
現
在
は
宮
里
と
呼

ぶ
」。ま

た
、
髙
江
洲
中
学
校
創
立
五
十
周
年
記

念
誌
に
は
「
御み

里さ
と

〜
見み

里さ
と

〜
宮み

や

里ざ
と

に
な
っ
た
。

高
い
丘
か
ら
里
を
見
下
ろ
す
と
い
う
意
味
に

な
る
」
と
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
説
に
つ
い
て
は
宮
里
の

歴
史
的
な
背
景
（
首
都
説
）
や
当
時
の
下
原

の
集
落
（
里
）
の
状
況
か
ら
疑
問
が
残
る
。

先
述
の
『
沖
縄
地
名
考
』
で
宮
里
の
語
源

は
「﹇
み
な
と
﹈
か
ら
﹇
み
だ
と
﹈
に
な
り
、

﹇
だ
﹈
が
﹇
じ
ゃ
﹈
に
変
化
し
て
﹇
み
じ
ゃ
と
﹈

に
な
り
、
こ
れ
が
﹇
見
里
﹈﹇
美
里
﹈
に
な

り
、
つ
い
に
﹇
宮
里
﹈
と
表
記
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
金
武
町
億お
く

首く
び

川か
わ

河
口
に
金
武
観

音
寺
を
開
い
た
日
秀
上
人
の
上
陸
地
と
し
て

伝
え
ら
れ
る
富ふ
っ

蔵く
ゎ

港こ
う

が
あ
る
。
こ
の
富
蔵
港

は
か
つ
て
地
元
で
は
「﹇
フ
ッ
ク
ワ
ン
ジ
ャ

ト
ゥ
﹈
と
言
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
ミ

ナ
ト
を
ン
ジ
ャ
ト
ゥ
と
発
音
し
た
こ
と
が
わ

か
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
現
在
の
宮
里
は
高

台
に
位
置
し
、
港
と
関
係
づ
け
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
古
い
記
録
『
球
陽
』
に
よ
れ
ば
、

宮
里
の
今
昔

宮
里
地
名
を
考
え
る

宮
里
の
語
源
は
水み

な

門と

ク
ー
リ
ブ
キ

宮み
や 

里ざ
と

（
ナ
ー
ザ
ト
ゥ
）

う
る
ま
市 

地
名 

散
歩
○

名な

嘉か

山や
ま　

兼け
ん

宏こ
う

【昭和57年頃　宮里の高台から眺める下原】【昭和57年頃　宮里の高台から眺める下原】
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水
の
便
が
悪
い
た
め
一
時
期
下
原
へ
移
動

し
、
再
び
も
と
の
地
に
か
え
っ
た
と
い
う
。

宮
里
の
下
し
ち
ゃ

原ば
る

は
江
洲
川
が
前
原
を
流
れ
て

お
り
、
当
時
は
現
在
の
前
原
の
奥
深
く
ま
で

海
が
入
り
込
み
、
江
洲
川
の
出
口
、
つ
ま
り

水
門
に
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
港
の
も

と
も
と
の
字
は
「
水
門
」
で
あ
り
、
川
が
海

に
出
る
と
こ
ろ
の
意
味
で
必
ず
し
も
船
の
出

入
り
す
る
「
港
」
で
は
な
か
っ
た
。
宮
里
の

語
源
は
「
水
門
・
ミ
ナ
ト
」
で
、
そ
の
意
味

は
「
川
が
海
に
出
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

具
志
川
環
状
線
宮
里
十
字
路
の
東
南
端

に
「
ク
ー
リ
ブ
キ
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。「
ブ
キ
」
は
フ
ケ
系
の
地
名
で
崖
地

や
湿
地
を
意
味
す
る
。
県
外
で
は
徳
島
県
の

大お
お

歩ぼ

危け

・
小こ

歩ぼ

危け

が
知
ら
れ
て
い
る
。
大
股

で
歩
い
て
も
小
股
で
歩
い
て
も
危
険
と
い
う

意
味
で
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
も
と

も
と
の
意
味
は
そ
の
地
形
、
崖
地
か
ら
付
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
沖
縄
で
は
名
護
市
の

「
世よ

富ふ

慶け

」
も
こ
の
系
統
の
地
名
と
考
え
ら

れ
る
。

宮
里
の
ク
ー
リ
ブ
キ
は
、「
壊
れ
」（
ク
ー

リ
）・「
ブ
キ
」（
崖
地
）
か
ら
き
て
い
る
。

宮
里
出
身
の
山や
ま

城し
ろ

文ぶ
ん

盛せ
い

の
『
生
ま
れ
島
』
の

記
に
こ
の
ク
ー
リ
ブ
キ
の
話
が
あ
る
。
こ
の

一
帯
の
崖
は
崩
れ
や
す
く
排
水
工
事
に
難
儀

し
た
こ
と
や
崖
付
近
に
生
え
て
い
た
松
が
い

つ
の
間
に
か
海
岸
近
く
ま
で
移
動
し
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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う
る
ま
市
・
盛
岡
市
物
産
交
流

青
少
年
特
別
表
彰

【うるま市青少年特別賞　表彰式にて】【うるま市青少年特別賞　表彰式にて】

【笑顔でプレゼントを配布するミスさんさ】

【盛岡市内デパート（川徳）津堅人参を配る谷藤市長】

2 / 5

3 / 6市
民
に
明
る
い
希
望
と
活
力
を
与
え

る
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
青
少
年
を
表

彰
す
る
「
う
る
ま
市
青
少
年
特
別
賞
」

が
、
伊
波
蘭
菜
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

蘭
菜
さ
ん
は
１
月
５
日
に
開
催
さ
れ

た
「
第
15
回
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ルin A

sia

」 

に
日
本
代
表
と
し

て
出
場
。
参
加
し
た
79
人
（
ア
ジ
ア
10

か
国
）
の
中
か
ら
、
見
事
金
賞
を
受
賞

す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
同
賞

の
表
彰
に
い
た
り
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
「
東
京
芸
術

大
学
に
入
学
し
て
も
っ
と
音
楽
を
勉
強

し
、
世
界
で
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
に

な
り
た
い
」
と
語
る
蘭
菜
さ
ん
。
大
会

当
日
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
視
聴
し
た
島
袋
市
長

は
「
演
奏
に
本
人
の
思
い
が
表
現
さ
れ

て
お
り
、
ど
れ
だ
け
努
力
し
て
き
た
か

が
、
一
目
で
分
か
る
。
今
後
の
ま
す
ま

す
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

う
る
ま
市
と
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で

い
る
盛
岡
市
内
の
デ
パ
ー
ト
で
「
第
13
回

ち
ゅ
ら
し
ま
大
沖
縄
展
」
が
２
月
５
日
か

ら
11
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
の

特
産
品
が
店
頭
で
並
べ
ら
れ
た
他
、
文
化

や
伝
統
を
紹
介
す
る
「
う
る
ま
市
特
設

ブ
ー
ス
」
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
沖
縄
な

ら
で
は
の
食
品
や
工
芸
品
を
前
に
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

島
袋
市
長
は
「
盛
岡
と
う
る
ま
の
気
温

は
約
20
度
の
温
度
差
が
あ
る
が
、
気
持
ち

は
一
つ
。
物
産
展
を
通
し
て
さ
ら
に
絆
を

強
め
た
い
。」
と
述
べ
、
盛
岡
市
の
谷た

に

藤ふ
じ

市

長
と
熱
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

２
月
22
日
に
は
「
２
０
１
４
い
わ
て
盛
岡

デ
ー
・
イ
ン
・
沖
縄
」
が
イ
オ
ン
具
志
川
店

で
開
催
さ
れ
、盛
岡
冷
麺
，南
部
せ
ん
べ
い
，

日
本
酒
な
ど
盛
岡
を
代
表
す
る
特
産
品
を

は
じ
め
，
岩
手
の
三
陸
の
海
産
物
が
展
示
・

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

先
着
２
０
０
名
の
方
に
は
盛
岡
市
の
方
々

か
ら
手
渡
し
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
受
け

取
っ
た
来
場
者
か
ら
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
東
北
五
大
祭
り
の一

つ
「
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
」
も
披
露
さ
れ
、

来
場
し
た
観
客
か
ら
は
「
太
鼓
を
持
っ
て
踊

る
の
は
沖
縄
の
エ
イ
サ
ー
に
似
て
い
る
」
と
い

う
声
も
あ
り
、
初
め
て
見
る
生
の
さ
ん
さ
踊

り
に
、会
場
で
は
拍
手
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
大
会
金
賞
受
賞　

シ
ョ
パ
ン【
幻
想
即
興
曲
】

伊
い

波
は

　蘭
らん

菜
な

さん（宮森小学６年生）
3歳よりヤマハ音楽教室に通う
小学2年生の時に沖縄代表として初の全国大会出場
その後全国大会の常連となる
小学5年生の時にはショパン国際ピアノコンクール
全国大会で銅賞を受賞。
小学6年生　同コンクールでアジア大会金賞を受賞
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今
年
で
第
６
回
目
と
な
る
環
金
武
湾

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
が
、
３
月
８
日
、

９
日
の
両
日
、
具
志
川
ド
ー
ム
を
拠
点
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
た
ち
は
８
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
豊

か
な
自
然
を
体
感

し
な
が
ら
、
金
武

湾
を
囲
む
３
市
町

村
（
う
る
ま
市
・

金
武
町
・
宜
野
座

村
）
を
家
族
や
友

人
と
共
に
楽
し
く

歩
き
ま
し
た
。

児
童
生
徒
へ
の
つ
き
ま
と
い
や
性
犯
罪
等

の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
う
る
ま
市
教
育
委
員

会
、
う
る
ま
警
察
署
、
石
川
警
察
署
で
情
報

を
共
有
・
連
携
す
る
「
子
ど
も
を
事
件
・
事

故
か
ら
守
る
学
校
ゆ

い
ま
ー
る
制
度
」
の

協
定
書
締
結
式
が
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
謝
敷
教
育
長
は

「
地
域
一
帯
と
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

龍
神
の
宴
２
０
１
４　
〜
う
る
ま
新
春
の
祭
典
〜

龍
神
の
宴
２
０
１
４　
〜
う
る
ま
新
春
の
祭
典
〜

二
年
連
続
で
最
高
位　

講
評
者
特
別
賞

二
年
連
続
で
最
高
位　

講
評
者
特
別
賞

沖
縄
県
母
子
保
健
大
会

優
秀
建
設
工
事
表
彰
式

街
・
人
・
自
然
を
感
じ
て

犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
る

2 / 23

2 / 22

１
月
16
日
に
行
わ
れ
た
沖
縄
県
母
子
保
健
大

会
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
沖
縄
県
の
母
子
保

健
の
向
上
発
展
に
尽
力
し
、
母
子
の
健
康
の
保

持
増
進
に
貢
献
し
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
四
名

が
、
受
賞
報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

市
が
発
注
し
た
建
設
工
事
を
優
秀
な
成
績

で
完
成
さ
せ
た
建
設
業
者
お
よ
び
現
場
代
理

人
等
を
表
彰
す
る
「
平
成
25
年
度
う
る
ま
市

優
秀
建
設
工
事
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

11
月
〜
２
月
の
観
光
客
が
少
な
く
な
る
時
期

に
、
観
光
客
数
の
底
上
げ
を
目
的
と
し
た
「
龍

神
の
宴
２
０
１
４
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
琉

球
の
魂
、こ
こ
に
、集
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
県
内
外
、
海
外
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
芸
能
団
が
集
結
し
、
琉
球
芸
能
の
華

や
か
さ
、
力
強
さ
に
煌
び
や
か
な
演
出
を
加

え
、
琉
球
芸
能
の
魅
力
を
一
堂
に
体
感
で
き

る
迫
力
の
ス
テ
ー
ジ
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。

日
頃
、
闘
牛
で
賑
わ
う
石
川
多
目
的
ド
ー

ム
内
の
リ
ン
グ
が
、
３
６
０
度
見
渡
せ
る
巨

大
な
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
一
変
し
、
観
客
は
臨

場
感
溢
れ
る
ス
テ
ー
ジ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

２
月
22
日
、
23
日
の
両
日
、
神
奈
川

県
で
開
か
れ
た
「
第
13
回
マ
ー
チ
ン
グ

＆
バ
ト
ン
ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会
」
で
、

高
江
洲
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

が
、
２
年
連
続
と
な
る
最
高
位
の
「
講

評
者
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
知

念
教
諭
の
指
導
の
も
と
、「
思
い
を
音
楽

で
伝
え
よ
う
」
を
合
言
葉
に
練
習
に
励

ん
で
き
た
生
徒
た
ち
は
、
緑
や
紫
、
黄

色
の
衣
装
を
ま
と
い
練
習
し
た
成
果
を

披
露
。
そ
の
幻
想
的
で
雄
大
な
演
技
が

高
く
評
価
さ
れ
、
同
賞
の
受
賞
に
い
た

り
ま
し
た
。

2/20

2/27

3 / 8

3 / 5

（左から）

村
むら

山
やま

秀
ひで

子
こ

さん（保健師）

山
やま

内
うち

れい子さん（助産師）

大
おお

城
しろ

敦
あつ

江
え

さん（歯科医師）

當
とみ

山
やま

静
しず

子
こ

さん（母子保健推進員）

【受 賞 者】
㈱真和電工　㈲奥間重機土木
㈲桑江工業　㈲宮里農園
㈱南電気工事
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『縫うシュシュ　編むシュシュ』
パッチワーク通信社（所蔵館：中央館）

中央図書館　☎098-974-1112
石川図書館　☎098-964-5166
勝連図書館　☎098-978-4321

今月のおすすめ資料今月のおすすめ資料
図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさんの
資料を展示・紹介しています（おすすめ資料）。

★ 今月のテーマはこれ！ ★

中央館　庭 （一般）
 いつもいっしょ、本といっしょ。 （児童）

石川館　マナー講座 （一般）
 おかねって　なあに？ （児童）

勝連館　笑いを届ける!! ユーモア絵本
☆館内利用者用コンピュータ端末およびホームページからもご覧になれます。

・毎週月曜日
・４月２４日（木）　館内整理日
・４月２９日（火）　昭和の日

行事案内（4月中旬～5月初旬）
行　事 日　時 サークル名等

中　

央

おはなし会 毎月第２土曜日
午後３時～ 図書館スタッフ

あかちゃんのための
おはなし会

毎月第３木曜日
午前11時～ フォリエ

おはなしの部屋 毎月第４土曜日
午前10時30分～ あ～んと☆くらぶ

石　

川
おはなしワールド 毎月第３土曜日

午前10時30分～ 図書館友の会

勝　

連

おはなし会 毎週金曜日
午前10時30分～ ラビット

あかちゃんのための
おはなし会

毎月第３水曜日
午前11時～ すだち

『忙しいパパのための子育てハッピーアドバイス』
明
あけ

橋
はし

　大
だい

二
じ

　著／１万年堂出版

「育児をしたいけれど、どうすればいいか分からない」という
父親への答えや、父親が積極的に子どもに関わることの大切
さをアドバイスしています。

『新しいパパの教科書』
ファザーリング・ジャパン　著／学研教育出版

これからパパになる人や、３歳くらいまでの子どもがいるパパ
に向けての一冊です。子育てを楽しむための知識やスキル、ネッ
トワークも紹介しています。

『パパ１年生』
安
あん

藤
どう

　哲
てつ

也
や

　著／かんき出版

ママがパパに望んでいることや、忙しいパパでも育児を頑張るこ
とができるコツを掲載。マンガ形式なので「パパの基礎知識」が無
理なく、楽しく学べます。

☆借りた資料は中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
☆図書館にない本は、リクエストすることができます。

おしゃれのアイテムとして人気のあるシュシュ。写
真つきで、わかりやすい作り方が掲載されているの
で、初心者でも簡単に作れると思います。基本のドー
ナツ型からレースがついてい
るもの、ビーズがついている
ものなど、60アイテムを紹介。
自分用はもちろん、プレゼ

ントにもぴったりです。
（うるま市在住Ｙさん作）

（一般書）所蔵館 中央館

（一般書）所蔵館 勝連館

（一般書）所蔵館 勝連館

うるま市立図書館ホームページhttp://www.library.city.uruma.lg.jp/うるま市立図書館ホームページhttp://www.library.city.uruma.lg.jp/

図 書 館

休 館 日

パパと子育てパパと子育て

●４月２３日～５月１２日
「子どもの読書週間」

2014年・第56回標語
『いつもいっしょ、本といっしょ。』

市外利用者（うるま市に通勤・通学されている）のみなさまは、
年度はじめに利用カードの更新が必要です。
来館時にカウンターで、お持ちの利用カードと必要な書類を提

示し、更新手続きを行ってください。

★図書館利用カード
★現住所が確認できるもの（運転免許証・保険証など）
★図書館指定の在勤（在学）証明書（図書館ホームページからダウンロード可）

更新手続きに必要な書類

日時：４月２６日（土）１０時３０分～
場所：勝連地区公民館（研修室）
　　　４月８日（火）より整理券発行（先着６０名）

子どもの読書週間行事
やぎおじさんの

『やぎおじさんのおはなし劇場』
代表：矢

や

作
はぎ

　四
し

郎
ろう

　氏

ブラッ
クパネルシアターブラッ
クパネルシアター

図書館には、多数の育児書がありますが、今回はお父
さんにおすすめの本をご紹介。育児に正解はないといい
ますが、少しの参考になればと思います。
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石
川
地
区
公
民
館　
☎
９
６
４
｜
３
４
３
３

勝
連
地
区
公
民
館　
☎
９
７
８
｜
７
１
９
４

与
那
城
地
区
公
民
館　
☎
９
７
８
｜
６
８
３
６【お問い合わせ・申込先】 勝連地区公民館 ☎978-7194

【お問い合わせ・申込先】 石川地区公民館 ☎964-3433 【お問い合わせ・申込先】 与那城地区公民館 ☎978-6836

【日時】５月14日(水)、28日(水)
６月11日(水)、25日(水)
午前10時 ～ 午後1時　 
隔週水曜日（全4回）

【場所】健康福祉センター うるみん
【講師】大

おお

友
とも

 美
み

幸
ゆき

 氏（ジュニア野菜ソムリエ）
【定員】２５名
【受付期間】４月24日(木) ～５月2日(金)

【日時】５月21日(水) ～６月18日(水)
午前10時 ～ 正午　
毎週水曜日（全5回）

【場所】与那城地区公民館
【講師】照

てる

屋
や

 寛
ひろ

八
はち

 氏
【定員】２０名
【受付期間】 ５月1日(木) ～５月14日(水)

【日時】５月26日(月)、28日(水)、30日(金)、
６月２日(月)、４日(水)、６日(金)
午後2時 ～ 午後4時
毎週月･水･金曜日（全6回）

【場所】勝連地区公民館
【講師】熊

くま

崎
ざき

 泰
やす

司
じ

 氏
【定員】１８名
【受付期間】 ５月12日(月) ～５月16日(金)

ⅡⅡ

2月開講のパソコン講座。受講生
からも、焦らず、ゆっくり、分か
りやすく、60歳以上でも学ぶ楽し
さあり ! と評判でした。

【
勝
連
地
区
公
民
館
】

『
初
心
者
の
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
』

　

講
座
レ
ポ
ー
ト
⑧

う
る
ま
市
立

※受講料は無料ですが、講座によっては教材費を徴収する場合があります。
　お申込み時にご確認ください。

※各講座とも、定員を超えた場合は抽選となります。
※日程、内容など変更する場合もございます。ご了承ください。

受講生
募集!! 公民館講座のご案内公民館講座のご案内

電源の入れ方
から教えます

◆◆◆ 平成２6年度　うるま市立公民館講座予定表 ◆◆◆
担　当
公民館 講 座 名 内　　容 開催月 担　当

公民館 講 座 名 内　　容 開催月

石
川
地
区
公
民
館

野菜ソムリエに学ぶ
玄米菜食レッスン講座

ヘルシー食材・玄米菜食レッスン
しましょ ! 5月

勝
連
地
区
公
民
館

超! 初心者のパソコン講座 電源の入れ方から始める、初心者
向けのパソコン講座 5月

はじめてのお茶 茶の心を学ぶ。
初心者のための土曜日講座 6月 結書(ゆいしょ)教室　 ～筆で遊び書き～ 6月

コミュニケーション英会話
（基礎編）

外国人講師による基礎的なコミュニ
ケーション英会話 ６月 ズンバゴールド ズンバの曲に合わせてトレーニン

グ。めざせメリハリボディー ! 7月

～こども夏休み企画～
自由研究のヒントあり･･･

樹木医と一緒にみどりの研究、
エコクラフト、おやつ作り等 ７月 ももココロさんと漫画教室 漫画の基礎を学びながら、4コマ

漫画を描こう! 8月

バレトン講座 バレエ・ヨガ・フィットネスの
複合エクササイズ 9月

親子自然体験
サンゴの大切さを学ぼう!

なぜサンゴが大切なの？親子で一緒
に考えよう 8月

レザークラフト 皮細工でオリジナル小物作り 10月 はじめての腰機織り教室 伝統の織り技術を学び、作品づく
りに挑戦! 9月

うるま市の偉人・歴史・文化 未定 11月 パソコン講座 初心者向けのパソコン講座 9月

樹脂粘土 来年の干支飾り（ひつじ）作り 12月 沖縄のわらべ唄と民話 親子でわらべ唄・民話を通して、
昔あそびを体験する。 9月

与
那
城
地
区
公
民
館

ハーモニカ初心者講座Ⅱ なじみ深いハーモニカで心身の健康
を図る。暮らしに彩りを! 5月 おもろさうし講座 「おもろさうし」を詠み謡いながら、

王朝時代の言語、歴史、文化を学ぶ。 １０月

ダンスムーブメント講座 リズムにのって、心地よい動きや
ストレッチで、心と体を整える。 ７月 挑戦してみよう! パン作り みんなが喜ぶ手作りパン １０月

家庭菜園 初心者向けの野菜づくりに必要な
知識を習得する。 9月 デジタル一眼レフカメラ講座 デジタル一眼レフカメラの基本操作

と撮り方を学ぶ! 11月

絵本の読み聞かせ
スキルアップ

表現力の豊かさに触れて学び、
イメージしながら絵を読む。 10月 腸もみ講座 エクササイズを取り入れながら、

腸もみをマスターする。 12月

親子で楽しむ野鳥観察 野鳥観察を通し、自然との触れ合
いを楽しむ。 11月

※講座の内容等、変更する場合があります。
一部、健康福祉センターうるみん及び中央図書館で開催する講座があります。
詳細については広報でお知らせ致しますのでご確認下さい。
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①
加
工
肉　

消
費
量
１
位

○
特
定
保
健
指
導
を
活
用
し
よ
う
。

②
脂
肪
の
と
り
す
ぎ

健康支援課
1973－3209

保健活動
一口メモ

油が多い食事には抗酸化食品をプラス！

加工肉の脂質の割合
□脂質エネルギー比　　　□たんぱくエネルギー比
□炭水化物エネルギー比

ベーコン

豚肉･赤肉

ウインナー
（1本35g）

ポーク缶
（Ａ社）

コンビーフ
ハッシュ

86.9% 12.7%

0.3%

3.7%

1.5%

79.9% 16.4%

79.3% 18.1%

55.3% 22.8% 17.9%

0.6%

25.3% 69.1%

0 20 40 60 80 100

色の濃い野菜

サーモン

食
習
慣
を
見
直
そ
う

食
習
慣
を
見
直
そ
う

平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
う
る
ま
市
在
住

の
方
を
対
象
に
し
た
健
康
増
進
計
画
「
健
康

う
る
ま
21
」
健
康
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、 

〝
普
段
、
食
事
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
〞 

と
答
え
た
方
は

２
８･

６
％
、（
20
〜
64
歳
の
男
女
）
で
し
た
。

食
事
は
と
に
か
く
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な

る
こ
と
、
簡
単
に
す
ま
せ
る
こ
と
な
ど
を
優

先
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
食
材
の
消
費
量
に
つ
い
て
、
沖
縄
に

は
左
記
の
よ
う
な
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

沖
縄
は
加
工
肉
の
消
費
量
が
全
国
一
位
で

す
。
沖
縄
で
多
く
使
用
さ
れ
る
ポ
ー
ク
に
つ

い
て
で
す
が
、
成
分
の
お
よ
そ
75
〜
80
％
は

脂
肪
が
占
め
て
い
ま
す
。
ベ
ー
コ
ン
な
ど
他

の
加
工
肉
に
つ
い
て
も
、
生
鮮
肉
に
比
べ
る

と
脂
肪
や
塩
分
が
多
く
含
ま
れ
、
た
ん
ぱ
く

質
は
生
鮮
肉
に
比
べ
て
量
が
少
な
く
、
良
質

と
も
言
え
ま
せ
ん
。家
庭
で
使
用
す
る
際
に
、

使
用
量
や
頻
度
を
見
直
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

み
な
さ
ん
、
健
康
診
断
の
結
果
は
い
か
か

で
し
た
か
？
健
診
結
果
は
普
段
の
食
生
活
の

表
れ
で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。
特
定
保
健
指

導
で
は
健
診
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
普
段
の

食
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
保
健
師
や
管
理
栄

養
士
な
ど
か
ら
食
事
・
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
全
国
に
比
べ
て
明

ら
か
に
脂
肪
を
摂
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

脂
肪
に
つ
い
て
特
に
注
意
が
必
要
な
の
が 

〝
油
は
酸
化
す
る
と
、
体
に
と
っ
て
悪
い
物
質

（
過
酸
化
脂
質
）
に
変
わ
る 

〞
と
で
す
。
自

然
に
放
っ
て
お
い
た
り
、
加
熱
す
る
こ
と
で

油
は
簡
単
に
酸
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
健

康
の
た
め
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
使
用
し
て
い
る

と
い
う
方
で
も
、
酸
化
し
た
も
の
を
使
用
し

て
い
る
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
対
策
と
し

て
、
油
は
新
鮮
な
う
ち
に
使
い
切
る
こ
と
、

な
る
べ
く
光
や
酸
素
に
触
れ
な
い
よ
う
に
保

存
す
る
こ
と
、
抗
酸
化
作
用
の
強
い
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ（
ナ
ッ
ツ
類
や
か
ぼ
ち
ゃ

な
ど
）
を
多
く
含
む
食
品
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
を
含
む
色
の
濃
い
野
菜
等
を
一
緒
に
と
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

平成20-22年　家計調査
（都道府県県庁所在市別）

加工肉消費量　　全国1位
食用油の消費量　全国3位

平成18年 県民栄養調査　
食事で占める脂質の割合　全国平均以上
野菜摂取量　全国平均以下
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　　（対象）前期：４ヶ月～６ヶ月
後期：９ヶ月～１歳未満

（受付時間）後期：午前９時～10時半
前期：午後１時～２時半

月　日 曜 場　所

4月20日 日 う　る　み　ん

5月18日 日 う　る　み　ん

6月15日 日 う　る　み　ん

7月 6日 日 う　る　み　ん

8月17日 日 う　る　み　ん

9月 7日 日 う　る　み　ん

10月 5日 日 う　る　み　ん

11月 9日 日 う　る　み　ん

12月 7日 日 う　る　み　ん

1月25日 日 う　る　み　ん

2月 8日 日 う　る　み　ん

3月22日 日 う　る　み　ん

（対象）１歳未満の乳児を持つ保護者
（時間）午後１：30～４：00
（場所）うるみん３Ｆ和室・調理室

※予約制です

月　日 曜 月　日 曜

5月16日 金 7月 8日 火

9月19日 金 11月26日 水

1月16日 金 3月 6日 金

　　（対象）１歳６ヶ月～２歳未満
（受付時間）午後１～２時

月　日 曜 場　所

4月 9日 水 う　る　み　ん

4月16日 水 石川保健相談センター

4月23日 水 う　る　み　ん

5月14日 水 う　る　み　ん

5月21日 水 う　る　み　ん

5月28日 水 勝連シビックセンター

6月 4日 水 う　る　み　ん

6月11日 水 石川保健相談センター

6月18日 水 う　る　み　ん

7月 2日 水 う　る　み　ん

7月 9日 水 勝連シビックセンター

7月16日 水 う　る　み　ん

8月 6日 水 う　る　み　ん

8月20日 水 石川保健相談センター

8月27日 水 う　る　み　ん

9月 3日 水 う　る　み　ん

9月10日 水 勝連シビックセンター

9月17日 水 う　る　み　ん

10月 1日 水 石川保健相談センター

10月 8日 水 う　る　み　ん

10月22日 水 う　る　み　ん

11月 5日 水 う　る　み　ん

11月12日 水 う　る　み　ん

11月19日 水 勝連シビックセンター

12月 2日 火 石川保健相談センター

12月10日 水 う　る　み　ん

12月17日 水 う　る　み　ん

1月 7日 水 う　る　み　ん

1月21日 水 勝連シビックセンター

1月28日 水 う　る　み　ん

2月 4日 水 う　る　み　ん

2月12日 木 う　る　み　ん

2月25日 水 石川保健相談センター

3月 4日 水 勝連シビックセンター

3月18日 水 う　る　み　ん

3月25日 水 う　る　み　ん

　　（対象）３歳６ヶ月～４歳未満
（受付時間）午後１～２時

月　日 曜 う　る　み　ん

4月10日 木 勝連シビックセンター

4月17日 木 う　る　み　ん

4月30日 水 う　る　み　ん

5月15日 木 う　る　み　ん

5月22日 木 石川保健相談センタ－

5月29日 木 う　る　み　ん

6月 5日 木 勝連シビックセンタ－

6月12日 木 う　る　み　ん

6月19日 木 う　る　み　ん

7月 3日 木 石川保健相談センタ－

7月10日 木 う　る　み　ん

7月17日 木 う　る　み　ん

8月 7日 木 勝連シビックセンター

8月21日 木 う　る　み　ん

9月 4日 木 石川保健相談センタ－

9月11日 木 う　る　み　ん

9月18日 木 う　る　み　ん

10月 9日 木 勝連シビックセンター

10月16日 木 う　る　み　ん

10月23日 木 う　る　み　ん

11月 6日 木 石川保健相談センタ－

11月20日 木 勝連シビックセンター

12月 4日 木 う　る　み　ん

12月11日 木 う　る　み　ん

1月 8日 木 石川保健相談センタ－

1月23日 金 う　る　み　ん

1月29日 木 う　る　み　ん

2月 5日 木 勝連シビックセンタ－

2月26日 木 石川保健相談センタ－

3月 5日 木 う　る　み　ん

3月19日 木 う　る　み　ん

3月26日 木 う　る　み　ん

乳児健診
（前・後期２回）

　　（対象）２歳６ヶ月～３歳未満
（受付時間）午後１：30～ 2：30

月　日 曜 場　所

4月24日 木 う　る　み　ん

5月20日 火 う　る　み　ん

6月26日 木 う　る　み　ん

7月24日 木 う　る　み　ん

8月28日 木 う　る　み　ん

9月25日 木 う　る　み　ん

10月30日 木 う　る　み　ん

11月13日 木 う　る　み　ん

12月18日 木 う　る　み　ん

1月27日 火 う　る　み　ん

2月10日 火 う　る　み　ん

3月24日 火 う　る　み　ん

２歳児歯科検診

１ 歳半健診 ３歳児健診 離乳食実習

（対象）小学校6年生
※対象の方にはお知らせします。

（時間）午後1:00 ～午後1：45
（場所）うるみん３Ｆホール

月　日 曜 月　日 曜

7月28日 月 7月29日 火

7月30日 水 7月31日 木

8月 5日 火 8月 8日 金

8月13日 水

DT集団予防接種

（対象）母乳育児希望の妊婦、産婦
（時間）午前9：00～ 12：00
（場所）うるみん３階和室

※予約制です

月 曜 第1
（個別：要予約)

第3
（集団：予約不要)

4月 火 1日 15日

5月 火 休 20日

6月 火 3日 17日

7月 火 1日 15日

8月 火 5日 19日

9月 火 2日 16日

10月 火 7日 21日

11月 火 4日 18日

12月 火 2日 16日

1月 火 6日 20日

2月 火 3日 17日

3月 火 3日 17日

母乳相談

【お問い合わせ先】
健康支援課
電話：973-3209

【定例健康相談（予約なし）】
※健康に関する相談も承っています。

★健康福祉センター　うるみん　３Ｆ
毎週火曜日午前9：00 ～ 11：00
【同時開催（予約制）】
☆栄養相談（第４火曜日）

この他に、健診事後教室や
思春期教室（市内市立中
学校で開催）があります。 健康診査（健診）は、病院

や保育園で受けるものと
内容が異なります。
また、予防接種は学校や
保育所などの集団生活にお
いて必要な事です。健診も
予防接種もぜひ受けましょう。
指定日以外も受けられます。

お問い合わせください。
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市
民
課
国
民
年
金
係 

☎
９
７
３
|
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８

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」・「
年
金
機
能
強
化
法
」の
ご
案
内

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」・「
年
金
機
能
強
化
法
」の
ご
案
内

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、本
人
の
所
得
が
一定
額
（
１
１
８
万

円
＋（
扶
養
親
族
等
の
数
×　

万
円
）
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各

種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）

に
在
学
す
る
学
生
等
で
す
。

申
請
方
法
は
窓
口
申
請
・
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申

請
（
前
年
度
に
承
認
を
受
け
た
方
）
等
が
あ

り
ま
す
。

詳
細
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
（
ま

た
は
20
歳
誕
生
月
）
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

と
な
り
ま
す
。

初
め
て
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
在
学
証
明

書
又
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
又
、
前
年
度
承
認
を
受
け
た
方
で

在
学
す
る
学
校
が
変
わ
っ
た
場
合
や
、
学
生
納

年
金
給
付
に
関
す
る
改
正
事
項
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

●
子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
、

子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
子
の

あ
る
夫
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る
遺
族
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
未
支
給
年
金
（
亡
く
な
っ
た

方
が
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
未
払
い
の
年

金
）
を
受
け
取
れ
る
遺
族
の
範
囲
は
、「
配
偶

年
金
だ
よ
り

４
月
か
ら
平
成
26
年
度
学
生

納
付
特
例
申
請
受
付
開
始
！

平
成
26
年
４
月
１
日
に
年
金

機
能
強
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

付
特
例
の
継
続
申
請
用
ハ
ガ
キ
が
４
月
初
旬

頃
ま
で
に
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
下
記

窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
手
続
き
は
毎
年
必
要
で
す
。

★
卒
業
、
退
学
に
よ
り
学
生
で
な
く
な
っ
た
方

で
、
引
き
続
き
４
月
以
降
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
や
「
保
険
料
免
除
制
度
」

が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
窓
口
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
ま
た
は
兄
弟

姉
妹
」
で
し
た
が
、
改
正
後
は
「
前
記
以
外

の
３
親
等
内
の
親
族
」（
甥・姪
、お
じ・お
ば
、

子
の
配
偶
者
な
ど
）
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
の
任
意
加
入
未
納
期
間
が
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被

保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
や
海
外
在
住

者
な
ど
で
本
人
の
申
出
に
よ
り
加
入
を
し
て

い
た
方
）
が
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
期

間
に
つ
い
て
は
未
納
期
間
と
さ
れ
、
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は
こ
の
未
納
期

間
が
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

●
繰
下
げ
請
求
が
遅
れ
た
場
合
で
も
さ
か

の
ぼ
っ
て
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
た
日
後
に
繰

下
げ
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
請
求
の
翌
月
か

ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、改
正
後
は
請
求
が
遅
れ
た
と
き
で
も
、

５
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が
１
年
を
待

た
ず
に
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
障

害
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
障
害
の
程

度
が
増
進
し
た
場
合
、
そ
の
前
の
障
害
状
態

の
確
認
等
か
ら
１
年
の
待
機
期
間
を
経
た
後

で
な
け
れ
ば
年
金
額
の
改
定
請
求
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は
省
令
に
定
め
ら

れ
た
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
場
合
に
は
１
年
を
待
た
ず
に
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
障
害
者
特
例
に
よ
る
支
給

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
が
障
害
の
状
態

（
障
害
厚
生
年
金
の
１
級
か
ら
３
級
に
該
当

す
る
程
度
）
に
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
特

例
制
度
が
改
正
さ
れ
、
す
で
に
障
害
年
金
を

受
け
て
い
る
方
が
請
求
し
た
場
合
に
は
、
定

額
部
分
の
年
金
を
受
け
取
れ
る
時
期
が
請
求

月
の
翌
月
で
は
な
く
、
老
齢
厚
生
年
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ
た
場

合
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

年
金
の
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ
て
１
カ

月
以
上
経
過
し
た
場
合
、
世
帯
員
（
住
民
票
上

の
世
帯
が
同
一の
方
）
は
そ
の
旨
を
年
金
事
務

所
へ
届
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
生
存
の
事
実
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
年

金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
。）

　
（
平
成
26
年
4
月
以
降
）

　

国
民
年
金
保
険
料

　
　

月
額　

１
５
，
２
５
０
円

　
【
老
齢
基
礎
年
金
受
給
額
】

　
　

年
額
７
７
２
，
８
０
０
円

　
　
　
　

※
40
年
全
額
納
付
時

38

市
民
課　

国
民
年
金
係

　
　
　
　

☎
９
７
３
|
５
４
９
８

コ
ザ
年
金
事
務
所

　
　
　
　

☎
９
３
３
|
３
４
３
７
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平成２５年度 平成２６年度

特別障害者手当 26,080円 26,000円

障害児福祉手当 14,180円 14,140円

経過的福祉手当 14,180円 14,140円

障
害
児
通
所
支
援
の
負
担
額
が
変
更

（
多
子
減
算
措
置
）さ
れ
ま
す

対
象
と
な
る
の
は
障
害
児
通
所
支
援
の

う
ち
児
童
発
達
支
援
、
医
療
型
児
童
発
達

支
援
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
を
ご
利
用
の

方
で
対
象
児
童
の
兄
ま
た
は
、
姉
が
保
育

所
ま
た
は
、
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
場

合
で
す
。

重
度
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

範
囲
が
拡
が
り
ま
す

こ
れ
ま
で
対
象
だ
っ
た
重
度
の
身
体
障
が

い
者
に
加
え
、
重
度
の
知
的
障
が
い
又
は

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
で
、
常
時
介
護
が

必
要
な
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
う
る
ま
市
職
員
等
に
よ
る
認
定
調
査
や

医
師
の
意
見
書
等
に
よ
り
対
象
と
な
る

か
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

地
域
移
行
支
援
の
対
象
範
囲
が

拡
が
り
ま
す

①
救
護
施
設
又
は
更
生
施
設
に
入
所
し
て

い
る
障
が
い
者

②
刑
事
施
設
又
は
少
年
院
に
収
容
さ
れ
て

い
る
障
が
い
者

③
更
生
保
護
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
障

が
い
者

介
護
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
交
付
事
業

の
ご
案
内

平
成
26
年
４
月
以
降
も
引
き
続
き
介
護

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。
対
象

と
な
る
の
は
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
〜
４

級
）
を
お
持
ち
で
常
時
車
椅
子
を
ご
利
用

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

手
続
き
に
は
次
の
も
の
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳　

②
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
の
印
鑑
（
認
印
可
）

特
別
障
害
者
手
当
等
の
手
当
額

改
定
に
つ
い
て

在
宅
の
重
度
障
が
い
者
（
児
）
に
対
し
、

そ
の
著
し
く
重
度
の
障
が
い
に
よ
っ
て
生
ず

る
特
別
な
負
担
の

軽
減
を
図
る
一
助

と
し
て
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ

り
、
重
度
障
が
い

者
（
児
）
福
祉
の

向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

手
当
額
に
つ
い

て
は
平
成
26
年
４

月
よ
り
下
表
の
よ

う
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

①
〜
③
に
該
当
す
る
障
が
い
者
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
窓
口
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
量
を
決
定
す
る
区
分
の

認
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
量
を
決
定
す

る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
た
程
度
区
分
が

支
援
区
分
へ
と
変
更
さ
れ
ま
す
。

知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
の
方

た
ち
に
も
サ
ー
ビ
ス
量
を
適
切
に
提
供
で
き

る
よ
う
に
評
価
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成
に

つ
い
て

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
障
害
児
通

所
支
援
を
ご
利
用
の
全
て
の
方
に
対
し
て

平
成
27
年
４
月
か
ら
「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用

計
画
・
障
害
児
支
援
利
用
計
画
」
の
作
成

が
必
須
と
な
り
ま
す
。
計
画
の
作
成
は
う

る
ま
市
指
定
の
事
業
所
（
下
表
）
が
行
い

ま
す
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
申
請
の
際
に
う
る
ま

市
障
が
い
福
祉
課
支
援
係
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
計
画
作
成
で
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

平
成
26
年
４
月
か
ら
制
度
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

障
が
い
福
祉
課

　

☎
９
７
３
ー
５
４
５
２

事業所名 者 児 電話 / ファックス
障がい者生活支援センターみはら ○ 　 965-3850 / 965-3372
うるま市地域生活支援センターあいあい ○ ○ 979-0555 / 974-5306
特定相談支援事業所あやはし ○ 　 978-1280 / 978-1288
指定相談支援事業所なごみ ○ ○ 972-6029 / 972-6029
相談支援センター石川学院 ○ ○ 964-2286 / 964-5055
相談支援センターハルモニア ○ ○ 973-0502 / 973-0502
相談支援事業所あさひの家 ○ 　 090-9781-5665/989-6606
サポートセンターアジュテ ○ ○ 989-6447 / 989-6447
障がい者相談支援事業所「南天」 ○ ○ 965-0885 / 965-5931
相談支援事業所しせいかい ○ 973-2000 / 974-5169
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児童扶養手当の支給
離婚などにより、ひとり親となった児童の母親や父親、又は両親に代わって児童を養育している人に対し、その
児童が18歳になり最初の3月31日を迎えるまでの期間(心身に中程度以上の障害がある場合は20歳になる月まで）支
給します。ただし、所得制限や資格要件等があります。
【手当の額】平成26年4月～
全部支給・・・月額４１，０２０円
一部支給・・・月額４１，０１０円～９，６８０円

母子・父子家庭等医療費助成事業
母子・父子家庭及び養育者世帯に対し、受けた医療費の本人負担分の一部
を助成します。
【対象者】うるま市に住所があり、医療保険に加入している方で、次のいず
れかに該当する方が対象となります。
・母子家庭の母と児童　・父子家庭の父と児童
・養育者が養育する父母のいない児童
※ただし、所得制限や資格要件等があります。

母子家庭等日常生活支援事業（ヘルパー派遣事業）
母子家庭の母、父子家庭の父、寡婦の方が修学や病気等で日常生活を営む上で一時的に支障が生じた場合に、家
庭生活支援員を派遣します。利用される方は事前に登録が必要です。

母子・寡婦福祉資金貸付
母子家庭や寡婦の方たちの経済的自立の援助と児童の福祉のために、無利子で資金の貸付を行っています。申請
窓口は市で、県（中部福祉保健所）の審査等を経て貸付の可否が決定されます。
【資金の種類】
修学（児童）・技能習得・修業・就職支度・医療介護・生活・転宅・就学支度・結婚・事業開始・事業継続・など

ひとり親家庭の母及び父の資格取得と経済的自立を支援するために、次のような給付制度があります。

母子家庭等自立支援教育訓練給付金事業
母子家庭の母及び父子家庭の父が、医療事務やホームヘルパーなど指定された教育訓練講座を受講した場合、受
講に要した経費の40％（8,001円以上で20万円以下）を支給します。(受講開始前に必ずご相談ください）

高等技能訓練促進費等事業
母子家庭の母及び父子家庭の父が、看護師や介護福祉士などの資格取得のため、２年以上養成機関等で修業する
場合に生活の負担軽減を図るための費用を支給します。（事前にご相談ください）

特別児童扶養手当の支給
　身体や精神に中程度以上の障害がある20歳未満のお子さんを扶養している父母又は養育者
に支給します。ただし、所得制限等があります。

【手当の額】平成26年4月～
・１級該当の児童１人につき月額 ４９，９００円
・２級該当の児童１人につき月額 ３３，２３０円

児童家庭課　☎９７３－４９８３

障害のある子供のために
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こんなときにはこんなときには 国保課窓口に届出てください。国保課窓口に届出てください。
こんなとき 必要なもの

国
保
に
加
入
す
る

他の市町村から転入したとき 身分証

職場の健康保険等をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、身分証

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、身分証

子どもが生まれたとき
保険証、分娩費用明細書、印鑑、世帯主の口座情報が分かるもの（通帳等）
※直接支払い制度を利用していない方は国保課窓口にお問い合わせ下さい。

外国籍の人が加入するとき 在留カードまたはパスポート

国
保
を
や
め
る

他の市町村に転出するとき 保険証、身分証

職場の健康保険等に加入したとき 保険証、職場の保険証または健康保険資格取得証明書、身分証

生活保護を受けることになったとき 保険証、保護開始決定通知書、身分証

死亡したとき 保険証、喪主の印鑑、喪主の口座情報が分かるもの（通帳等）

外国籍の人がやめるとき 保険証、在留カードまたはパスポート

そ
の
他

住所、世帯主、氏名等が変わったとき 保険証、身分証

保険証を汚したとき 保険証、身分証

保険証を紛失したとき 身分証

修学や施設入所のため、他市町村に住むとき 保険証、在学・在園証明書、身分証

退職者医療制度の対象となったとき
保険証、年金証書、身分証
※職場の健康保険等をやめた方で国保加入手続きがお済みでない場合は
健康保険資格喪失証明書もお持ち下さい。

退職者医療制度の対象となるとき
　退職者医療制度とは、該当する方の給付費(自己負担分３割以外の医療費)が一般国保加入者とは別
に職場の健康保険からの拠出金等によって賄われる制度です。
年金の受給権の発生した日が、退職者医療制度の対象となる日です。次の用件をすべて満たす人とそ
の65歳未満の被扶養者は退職者医療制度で医療を受けることになります。国保税の計算方法や受けら
れる給付は一般国保加入者と同様です。
①国保に加入している65歳未満の人
②厚生年金や各種共済組合などの年金を受けられる人でその加入期間が20年以上、もしくは40歳以
降10年以上ある人

＊全ての手続きには身分確認できるもの（免許証や住民基本台帳カード等）が必要です。
＊別世帯の方が届出する場合は、世帯主からの委任状が必要です。

国保税は届出をした日からではなく、国保に加入する資格を得た月から納めることになります。届け出が遅
れている間の医療費はやむを得ない理由がない限り、全額自己負担になります。

国保の資格がなくなっているのに届出が遅れると、保険証が手元にあるのでそれを使って診療をうけてしま
う場合があります。このようなときは、国保で負担した医療費はあとで返していただくことになります。

国民健康保険課からのお知らせ 国民健康保険課
☎９７３－３２０２

▼
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現役並み所得者以外の70 ～ 74歳の方の医療費の一部負担金割合は法律上２割となって
いますが、特例措置でこれまで１割負担とされていました。平成26年度からより公平な仕
組みとするため、この特例措置が見直されることになりました。

【見直し内容】
●平成26年４月１日までに70歳の誕生日を迎えた方（誕生日が昭和19年4月1日までの方）は、特例
措置により平成26年４月以降も一部負担金割合は１割のままとなります。

●平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方（誕生日が昭和19年4月2日以降の方）について
は、70歳の誕生月の翌月（１日生まれの方はその月）から一部負担金割合が２割となります。

・例えば、平成26年４月２日～平成26年５月１日に70歳の誕生日を迎える方は、平成26年５月診療
分から医療費の一部負担金割合が２割となります。

●現役並み所得者の一部負担金割合は３割のまま変更はありません。
（現役並み所得者とは、同じ世帯の70歳から74歳の国保被保険者の住民税課税所得が145万円以上
の方です。同世帯に現役並み所得者が一人でもいる場合、同世帯の70歳から74歳の方の一部負担
金割合も３割となります。）

70歳から74歳の方の一部負担金割合について

誕生日
平成26年4月診療分の
一部負担金割合

平成26年5月診療分の
一部負担金割合

昭和19年3月31日まで １割（特例措置） １割（特例措置）

昭和19年4月1日 １割（特例措置） １割（特例措置）

昭和19年4月2日から
5月1日まで

３割 ２割

平成26年4月診療分まで

現役並み
所得者以外 

平成26年5月診療分以降

１割
１割

２割

平成26年４月１日までに
70歳の誕生日を迎えた方

平成26年４月２日以降に
70歳の誕生日を迎えた方

現役並み所得者 ３割

【お問い合わせ】国民健康保険課　☎973-3202
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平成26年４月１日から、市民の生活基盤である上水道と下水道を『水道部』として組織統合し、安全でおいしい水の
安定供給と適正な排水処理を一体的に行うことにより、安全で質の高い市民サ－ビスを提供いたします。
窓口は、現在の水道部庁舎（うるま市兼箇段896番地）と下水道工事係は与那城庁舎で行っておりますが、平成26
年度中に下水道工事係は、水道部庁舎へ移転を予定しておりますので、市民の皆様のご理解とご協力をお願い致します。

後期高齢者医療制度では、年々増加する医療費の動向を踏まえて、２年ごとに保険料の見直しを行う制度となっ
ており、被保険者である高齢者一人ひとりに、保険料のご負担をお願いしています。
平成26・27年度の保険料率については、約26億円の剰余金見込額を活用し、据え置きとすることが決定されました。
また、保険料の賦課限度額については、高齢者の医療の確保に関する法律施行令及び沖縄県後期高齢者医療広域
連合後期高齢者医療に関する条例の改正により、57万円に改められました。
高齢者の皆様には、ご負担をお願いしますが、安心して医療が受けられるよう、今後にわたって安定的に持続可
能な財政運営とするため、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

【お問い合わせ】沖縄県後期高齢者医療広域連合　管理課　☎963-8012

平成26・27年度保険料率

所得割率 均等割額

８．８０％ ４８，４４０円

（平成20年度より据え置き）

保険料賦課限度額

平成26年度（改正後）平成25年度（改正前） 前年度比

５７万円 ５５万円 +２万円

※上記の金額については、平成26年２月１４日開催、「平成26年第
１回沖縄県後期高齢者医療広域連合議会定例会」において可決さ
れました。（沖縄県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関す
る条例の一部改正）

うるま市では、より簡素で効率的な組織運営をめざし、随時、組織の見直しを検討しています。

◆組織図（新旧対照表）
　旧（平成26年３月31日まで） 新（平成26年４月１日以降）

水道部 主な業務内容

総 務 課
☎975-2200

・水道事業の予算決算等に関すること
・総合計画等に関すること
・庶務に関すること

営 業 課
☎975-2201
☎975-2202

・水道料金に関すること
・引っ越しに伴う水道の開閉栓に関すること
・使用水量に関すること
・給水工事に関すること

工 務 課
☎975-2203
☎975-0305

・水道送水管及び配水管工事に関すること
・水道の修理及び水漏れに関すること
・断水及び水質に関すること
・その他水道施設工事に関すること

下水道課
☎973-7978

・下水道事業の予算決算等に関すること
・下水道施設の維持管理に関すること
・下水道使用料に関すること

☎978-3685 ・下水道工事に関すること

水道局

総 務 課

料 金 課

管 理 課

工 務 課

建設部

下水道課
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５．緊急時のための「緊急通報システム」や「福祉電話」を貸し出したり、電
磁調理器、火災警報器等を支給するサービス（日常生活用具給付・貸与事業）

担当：介護長寿課

１人暮らしの高齢者や高齢者世帯が自宅で安心して生活できるよう、緊急時のための「緊急通報システム」
や「福祉電話」を貸し出したり、電磁調理器等の日常生活で使用する生活用具を支給します。
《利用条件》
・65歳以上の１人暮らしの高齢者又は高齢者のみの世帯
・慢性疾患をお持ちの方や健康上に注意が必要な方　
・住民税非課税世帯（緊急通報システムを除く）

６．外出を手助けするサービス（外出支援サービス）
担当：介護長寿課

心身上の理由により、介助なしではバスやタクシーを利用できない高齢者に対して、リフト車やストレッ
チャー付きの福祉車両を使い、病院通院や外出のお手伝いをします。（週に１回程度）
《利用条件》
・介助なしではバスやタクシーを利用することが困難な高齢者（車いす利用者等）　
・65歳以上、在宅で生活している高齢者　　
・住民税非課税世帯

７．食事を配達するサービス（食の自立支援サービス）
担当：地域包括支援センター

病気などの理由により、食事を作ることができなくなった高齢者に栄養の
バランスのとれた食事を提供します。（１食あたり：４００円）
《利用条件》
・介護保険認定を受けていない高齢者
・65歳以上の１人暮らしの高齢者又は高齢者のみの世帯　　　
・住民税非課税世帯
＊申請後に訪問調査の上、利用可否が決定されます。

８．ヘルパーを派遣するサービス（軽度生活支援事業）　
担当：地域包括支援センター

ヘルパーを派遣して日常生活上の援助（居室の掃除・食事の用意など）を行います。
（１時間あたり：１２０円）
《利用条件》
・日常生活を営むことに支障があり、介護保険認定を受けていない高齢者
・65歳以上の１人暮らしの高齢者又は高齢者のみの世帯
・住民税非課税世帯
＊申請後に訪問調査の上、利用可否が決定されます。

その他にも、地域公民館でのミニデイサービスや社協の生きデイサービス等のふれあい交流事業、家族介護支
援事業、その他高齢者福祉サービスがありますので、詳しくは介護長寿課・地域包括支援センターまでお尋ね下さい。

うるま市役所介護長寿課　　　　電話：９７３－３２０８
うるま市地域包括支援センター　電話：９７３－５１１２
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介護保険
サービス
以外の

うるま市では、介護保険サービス以外にも、高齢者向けの「高齢者福祉サービス」を実施しています。
（※利用条件がありますので、詳しくは、介護長寿課・地域包括支援センターまでお問い合わせ下さい。）

１．紙おむつ等を使用する高齢者に対し紙おむつ等を支給するサービス
（高齢者紙おむつ支給事業）

担当：介護長寿課

紙おむつを利用している寝たきり高齢者に対して、紙おむつや尿取りパッドを支給するサービスです。
（月額最大8,500円分）
《支給条件》
・要介護認定で要介護４～５（相当含む）と認定された65歳以上の高齢者
・その属する世帯及び同敷地内に居住する家族世帯が住民税非課税世帯
　（※生活保護世帯は対象外）
・介護保険施設に入所していない方　
・申請日が月の16日以降の時は、有効期間の始期を翌月分からとする。

２．高齢者を介護しているご家族に手当金を支給するサービス
（在宅介護者手当支給事業）

 担当：介護長寿課

65歳以上の高齢者を介護しているご家族に対して、介護者手当金を支給します。
（月額5,000円）
《支給条件》
・要介護認定で要介護３～５（相当含む）の認定を受けた65歳以上の高齢者を同居介護している方
・高齢者と家族全員に介護保険料の未納がないこと
・生活保護をうけていない方

３．介護保険サービスを利用せずに、要介護者を在宅で介護しているご家族
に慰労金を支給するサービス（家族介護慰労金支給事業）

担当：介護長寿課

寝たきりの方を介護しているご家族に対して、慰労金10万円（1年に1回）を支給します。
《支給条件》
・要介護認定で要介護４～５（相当含む）と認定された40歳以上のかたを在宅で介護している方
・要介護者と介護者が住民税非課税世帯であること。
・認定開始日より1年間介護保険サービスを利用してないこと。（3ヶ月以上の長期入院がないこと）
・要介護者に介護保険料の未納がないこと
＊申請後、訪問調査の上、支給可否を決定します。

４．１人暮らしの高齢者の安否を電話で確認するサービス（ふれあいコール）
担当：介護長寿課

１人暮らしの高齢者宅に定期的に電話をかけて、その身の安全を確認するサービスです。
《利用条件》　65歳以上の１人暮らしの高齢者　
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ラ
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ィ
ア
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動
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う
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く
会

う
る
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市
を
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っ
と
よ
く
し
た
い
‼
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つ

い
想
い
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ち
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成
金
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獲
得
し
た
市
内
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体（
６
つ
）が「
ボ
ラ
ン
テ
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ア
活
動
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行
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。
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テ
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と
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♪

【
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】
４
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土
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２
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〜
午
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４
時
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オ
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志
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２
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税
課 
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３
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障
が
い
者
等
に
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す
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自
動
車
税
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減
免
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い
て

身
体
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知
的
・
精
神
障
が
い
等
を
お
持
ち

で
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
や
、
生
計

を
同
じ
く
す
る
方
が
障
が
い
を
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持
ち
で
、

そ
の
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
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持
ち
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一
定
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該
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れ
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そ
の
軽
自
動
車
に
係
る
税
金
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免
除
す
る
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と
が
で
き
ま
す
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当
の
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無
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必
要
書
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の
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認
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り
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す
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税
課
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や
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合
わ
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下
さ
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環
境
課 

☎
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平
成
26
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
金
に
つ
い
て

水
質
汚
濁
防
止
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策
と
し
て
有
効
な
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
に
対
す
る
補
助
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
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【
対
象
地
域
】
公
共
下
水
道
の
整
備
計
画
が
当

分
の
間
（
概
ね
７
年
以
上
）
見
込
ま
れ
な
い

地
域

【
対
象
数
】
５
人
槽
（
８
基
）

【
補
助
限
度
額
】
５
人
槽　
３
３
２
，０
０
０
円

②
都
市
計
画
公
園
（
川
崎
公
園
）
案
の

縦
覧
及
び
意
見
募
集

都
市
計
画
公
園
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川
崎
公
園
）
の
案
に
つ

い
て
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住
民
及
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利
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関
係
人
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知
し
そ

の
意
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を
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映
さ
せ
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め
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理
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添
え

て
公
衆
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縦
覧
に
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す
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も
に
意
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募
集
い
た
し
ま
す
。

※
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
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【
縦
覧
期
間
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４
月
18
日（
金
）〜

５
月
２
日（
金
）

【
縦
覧
時
間
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午
前
８
時
30
分
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午
後
５
時
15
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た
だ
し
、
土
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、
日
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日
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除
く

【
縦
覧
場
所
】
う
る
ま
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役
所
都
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計
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（
う
る
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市
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川
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崎
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丁
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番
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住
民
及
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利
害
関
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計
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課 
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①
都
市
計
画
公
園
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川
崎
公
園
）
の
案

に
関
す
る
住
民
説
明
会
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市
計
画
公
園
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川
崎
公
園
）
の
案
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
聴
取
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
説
明
会
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開
催
し
ま
す
。

※
案
の
詳
細
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つ
い
て
は
、
都
市
計
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課
ま
た

は
市
ホ
ー
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ペ
ー
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で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
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火
）
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〜
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と
こ
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】
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）

【
対
象
】
住
民
及
び
う
る
ま
市
に
所
在
す
る
法

人
等

商
工
観
光
課 

☎
９
６
５
―
５
６
３
４

消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
に
係
る

「
情
報
受
付
窓
口
」
の
設
置
に
つ
い
て

「
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
の
確
保

の
た
め
の
消
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の
転
嫁
を
阻
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す
る
行
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の
是
正
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
平
成
25

年
法
律
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41
号
）
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成
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年
10
月
１
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に
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工
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た
こ
と
に
伴
い
、
市
で
は
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消
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税

の
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
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格
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資

す
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、
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の
転
嫁
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等
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に
関
す
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し
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し
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。

【
受
け
付
け
る
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報
】

⑴
消
費
税
の
転
嫁
拒
否
等
の
行
為
（
買
い
た

た
き
、
減
額
な
ど
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に
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す
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と

⑵
消
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税
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転
嫁
を
阻
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す
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に
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す
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と

【
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報
受
付
窓
口
】

経
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部
商
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光
課　
☎
９
６
５
ー
５
６
３
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う
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ま
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商
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与
勝
本
所　
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８
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「
う
る
ま
市
高
齢
者
福
祉
計
画・
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
委
員
会
」委
員
の
公
募
に
つ
い
て

う
る
ま
市
は
、
平
成
27
年
度
以
降
の
高
齢

者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
事
を
目
的
と
し
て
委
員
の
一
部
を
一
般

公
募
し
ま
す
。

【
公
募
人
数
】
公
募
に
よ
る
委
員　

２
名

【
応
募
条
件
】
う
る
ま
市
内
に
居
住
し
、
昭
和

49
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
40
歳

以
上
の
者
）
で
介
護
保
険
・
医
療
・
福
祉
に

関
心
が
あ
り
、
計
画
策
定
に
協
力
で
き
る
方
。

【
応
募
方
法
】
別
に
定
め
る
応
募
申
込
書
に
日

ご
ろ
介
護
保
険
・
医
療
・
福
祉
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
レ
ポ
ー
ト（
４
０
０

字
〜
８
０
０
字
程
度
）
を
ご
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
申
込
書
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
介
護
長
寿
課
窓
口
で
配
布
い

た
し
ま
す
。（
希
望
者
に
は
メ
ー
ル
で
の
送
信

も
可
）

【
提
出
期
間
】

４
月
１
日（
火
）〜
４
月
30
日（
水
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。

【
提
出
方
法
】
持
参
、
メ
ー
ル
又
は
郵
送
（
郵

送
の
場
合
は
、
４
月
30
日
消
印
有
効
）

【
提
出
先
】
〒
９
０
４‒

２
２
９
２　

う
る
ま
市

受　

付

・

募　

集

み
ど
り
町
一
丁
目
１
番
１
号　

う
る
ま
市
介

護
長
寿
課
介
護
給
付
係　
　

E
-m
ail

：kaig
o
-tyouzyuka

@
city.

urum
a.lg.jp

【
委
員
の
決
定
】
う
る
ま
市
に
設
置
す
る
選
考

委
員
会
で
決
定
し
、
結
果
に
つ
い
て
は
郵
送

で
通
知
し
ま
す
。

【
任
期
】
委
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

【
業
務
内
容
】
平
成
26
年
８
月
か
ら
平
成
27
年

２
月
の
間
に
６
回
程
度
開
催
す
る
委
員
会
へ

ご
出
席
い
た
だ
き
、
計
画
の
策
定
業
務
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
介
護
長
寿
課
介
護
給
付
係

☎
９
７
３
ー
３
２
０
８

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

 

☎
９
６
５
―
５
６
１
１

石
川
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
舞
天
館

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

衣
類
・
雑
貨
・
ベ
ビ
ー
服　

な
ど
ご
自
宅

に
眠
っ
て
い
る
お
宝
品
が
あ
れ
ば
是
非
、
出

店
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

入
場
は
無
料
で
す
!
ご
家
族
で
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
ね

き
っ
と
ス
テ
キ
な
掘
り
出
し
物
が
見
つ
か

る
は
ず
♪

【
と
き
】
４
月
26
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

【
と
こ
ろ
】
舞
天
館　

１
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

【
お
問
い
合
わ
せ
】
石
川
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
舞
天
館　

☎
９
８
２
ー
５
２
５
４

募集期間：平成26年4月7日㈪～ 5月7日㈬
うるま市では、地域が主役のまちづくり、協働のまちづくりに向けた市民の意識の高揚と市民参画を図ることを
目的とした「うるま市地域活動支援助成事業」を実施し、うるま市において自治会やNPO、ボランティア団体
などが実施する主体的、公益的な地域活動を支援しています。

みなさんの地域がこんな風になったらいいなぁ～という思
いを実現するために問題や課題に取り組むため、地域の
みなさん（団体）で行う事業であれば、事業内容は自由です。
助成額：上限20万円
（20万円以下の事業でも申請可能です。）

テーマは　健康うるま21
『こどもから大人まで市民の健康づくりを図る事業』
①健康的な生活習慣の確立　②肥満対策
③健診受診率（乳幼児～成人）の向上のための事業
助成額：上限20万円（20万円以下の事業でも申請可能です。）

地域活動団体の要件は･･･
①主たる活動の場がうるま市にある団体
②代表者を含む３人以上が、市内に在住する成人で構成
される団体
③会則等が整備され、会計面を含めた運営等が適正に行
われている団体
④前年度において本助成事業の助成を受けていない団体

助成金に関するお問合せは
うるま市役所企画課　TEL：098-973-5005

Mail：kikaku-ka@city.uruma.lg.jp
ホームページは
「うるま市役所→各課の案内→企画課→トピックス→地域
活動支援助成事業募集のお知らせ」 をご覧ください。

★平成25年度活動報告会を開催します!★
平成26年度申請を考えている団体はぜひご参加ください。
開催日時：平成26年4月12日（土）10時～ 12時半
場　　所：うるみん１階ホール
活動報告会終了後、申請書の書き方について簡単な説明
会を行います。

対象となる事業は･･･
①地域課題の解決を図る事業
②地域コミュニティの活性化に資する事業
③地域や市の特徴を生かし、その魅力を高める事業
④その他市長が適当と認めた事業

くわしい内容については、要綱・要領をご確認下さい。
要綱・要領・様式等は本庁企画課、各支所市民課窓口で配布
するほかうるま市HPからもダウンロードすることが出来ます。

一般募集 特別募集 平成26年度特別募集
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う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
９
７
３
―
５
４
５
９

う
る
ま
市
一
人
親
世
帯
等
新
入
学
児
童

激
励
事
業
の
お
知
ら
せ

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
事
業
を
活
用

し
て
、
う
る
ま
市
内
に
居
住
す
る
一
人
親
世

帯
等
の
新
入
学
児
童
に
対
し
て
激
励
金
を
支

給
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

【
対
象
】
う
る
ま
市
内
に
居
住
す
る
次
の
世
帯

を
対
象
と
し
ま
す
。

①
母
子
世
帯
（
小
学
校
１
年
生
）

②
父
子
世
帯
（
小
学
校
１
年
生
）

③
そ
の
他
、
祖
父
母
等
が
養
育
し
て
い
る
世

帯
（
小
学
校
1
年
生
）

（
市
外
の
学
校
に
入
学
す
る
児
童
も
対
象
に
な

うるま市民無料相談所の開設についてうるま市民無料相談所の開設について
①市民無料法律相談
【と　き】４月10日（第２木曜日）午後２時～午後４時
【ところ】石川庁舎（１階市民相談室）
【予約券配布場所】石川庁舎1階市民課前市民ロビー
【予約券配布時間】午前9時予約券配布開始

【と　き】４月17・24日（第３、４木曜日）午後２時～午後４時
【ところ】本庁（１階市民相談室）
【予約券配布場所】本庁舎２階市民生活課
【予約券配布時間】午前9時予約券配布開始
※法律相談を受けることができるのは先着８名までです。
※予約券を午前9時から配布いたしますが、9時時点でお客様が8名以
上並んで待機している場合がありますので、お早めに予約券配布場
所へお越しくださいますようお願いいたします。

※午後1時に、予約券を順番カードと引換え致します。
※電話での予約は受付けておりませんのでご了承ください。
②行政相談
国、行政、特殊法人についての意見・要望等の相談を行います。

【と　き】 4月22日（火）午前10時～午後４時（正午～午後1時除く）
【ところ】 本庁　３階　第１会議室
③人権週間相談
近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰等の人権に関
する相談を各庁舎一斉に行います。
【と　き】 4月22日（火）午前10時～午後４時　
 （正午～午後１時を除く）
【ところ】 本庁　３階　第１会議室
④消費者相談
消費生活に関する商品やサービスの契約トラブル（悪質商法、架
空請求、多重債務等）の相談を行います。
【と　き】毎週水曜日 午前10時～午後4時（正午～午後1時除く）
【ところ】市役所本庁1階市民相談室
※消費者相談は沖縄県県民生活センター（☎863-9214）でも平日相談
可能です。

【問い合わせ】：①～④市民生活課　☎９７３－５４８７
⑤こどもＳＯＳ相談メール　
子ども本人からの悩み相談や子育て中の親などから子育てに関する
悩み全般を受付けします。
【メールアドレス】kodomo-soudan@city.uruma.lg.jp
⑥子育て教育相談
児童の健全な発達と子育て等の悩みに対し臨床心理士がカウンセ
ラーとして相談を受けます。
【と　き】４月18日（金）午後２時～午後5時
【ところ】市役所本庁２階　児童家庭課（予約制）
【問い合わせ】⑤～⑥家庭児童相談室（児童家庭課内）
　　　　　　　☎９７３－５０４１

り
ま
す
。）  

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
は
対
象
外

【
申
請
方
法
】

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

最
寄
り
の
社
会
福
祉
協
議
会
（
本
所
・
支
所
）

に
提
出
し
て
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　

【
受
付
期
間
】

４
月
14
日（
月
）〜
４
月
28
日（
月
）

【
連
絡
先
】

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
本
所
（
総
務
課
）
☎
９
７
３
ー
５
４
５
９

・
石
川
支
所　
　
　

☎
９
６
４
ー
２
４
９
４

・
勝
連
支
所　
　
　

☎
９
７
８
ー
５
９
１
４

・
与
那
城
支
所　
　

☎
９
７
８
ー
０
０
１
１

【試験日】平成２６年６月１日（日）
【試験の種類】 甲種、乙種（第１類～第６類）、丙種
【願書受付期間】 平成２６年４月１８日（金）
　　　　　　　 ～４月２５日（金）
【願書配布先】消防本部、具志川消防署、石川消

防署、与勝消防署、平安座出張所
【お問合せ先】（一財）消防試験研究センター沖縄県支部
　　　　　　☎９４１－５２０１
【ホームページ】http://www.shoubo-shiken.or.jp
※電子申請できます。詳細はホームページをご覧
下さい！
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ご寄付･ご寄贈ありがとうございますご寄付･ご寄贈ありがとうございます

消防活動状況（平成２６年２月）

 救急出場件数 …………… ５２７件（１，０８１件）
 搬送人員 ………………… ４８１人　　（９９３人）
 火災件数 ……………………… ３件　　　  （７件）
  （　　）は平成２6年１月からの累計。

◎大切な命を守るため、住宅用火災報知器を設置しましょう。
◎あなたも救命リレーに参加しませんか。※ＡＥＤは誰でも使える救命の道具です。
応急手当講習会を受講して使い方を覚えましょう！

◎救急出動が増加傾向です。軽いケガの時は近くの医院、診断での受信をおす
すめ致します。（救急車の適正利用をお願いします）

うるま市の人口

平成26年３月1日　　　　　　　　　　　　　前月比

人　口　　　１２１，００５人　　　　　－　４
男　　　　　　６０，５７０人　　　　　＋　２
女　　　　　　６０，４３５人　　　　　－　６
世帯数　　　　４７，６７８戸　　　　　＋６３

うるま市社会福祉協議会へ

☆山
やま

城
しろ

　郁
いく

子
こ

　様（字江洲）より5万円の寄付

☆石川地区社交飲食業組合　様（石川白浜）より3万円の寄付

☆JAおきなわ具志川支店 農協まつり実行委員会　委員長　比
ひ

嘉
が

　武
たけ

男
お

　様

（みどり町）より37,950円の寄付

☆石川青年連合舞
ぶうてんかい

天会　様（石川曙）より75,576円の寄付

☆神
かみ

谷
や

　洋
よう

子
こ

　様（勝連平敷屋）より3万円の寄付

☆大
おお

城
しろ

　輝
てる

子
こ

　様（与那城屋慶名）より５万円の寄付

うるま市育英会へ

男女共同参画コーナー

企画課 ☎９７３－５００５

自分の好きな道に
進めばいいんだよ。
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